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清
末

の
源
豊
潤
票
号
に
よ
る
為
替
送
金
に

つ
い
て

-

上
海
ゴ
ム
株
恐
慌
と
源
豊
潤
票
号
の
倒
産
-

佐

藤

究

は

じ

め

に

清
代
十
九
世
紀
初
頭
、
山
西
商
人
に
よ

っ
て
設
立
さ
れ
た
票
号
は
、
為
替
送
金
を
主
要
業
務
と
し
て
取
り
扱
う
金
融

機
関
で
あ

っ
た
。
票
号
は

国
内
の
各
地
域
市
場
に
支
店
を
展
開
し
て
お
り
、
中
に
は
日
本
や
東
南
ア
ジ
ア
等
、
海
外
に
ま
で
進
出
す
る
も
の
も
存
在

し
た
。
十
九
世
紀
後
半

に
は
、
票
号
は
清
朝
政
府
の
官
金
の
運
営
や
為
替
送
金
を
行
う
よ
う
に
な

っ
た
。
し
か
し
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀

初
頭
に
か
け
て
の
外
国

.

中
国
資
本

の
銀
行

の
台
頭
や
、
中
国
市
場
に
お
け
る
金
融
恐
慌
の
発
生
等
に
よ

っ
て
、
票
号
の
勢
力
は
次
第
に
衰
退
し
た
。
更
に
辛
亥
革
命
に
よ

る
政
治
的
社
会
的
混
乱
、
及
び
そ
れ
を
契
機
と
し
て
生
じ
た
金
融
恐
慌
に
よ

っ
て
大
打
撃
を
被
り
、
そ
の
多
く
が
倒
産

し
た
。
結
果
、
中
華
民
国

政
府
の
成
立
以
後
は
、
規
模
を
縮
小
し
た
少
数
の
も
の
が
存
続
す
る
の
み
に
至

っ
た
。

以
上

の
推
移
に
つ
い
て
は
中
国
の
陳
其
田
氏
の
研
究
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
張
国
輝
氏
の
研
究

に
よ

っ
て
、
票
号
に
よ
る

官
金
の
為
替
送
金
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
清
末
の
社
会
、
経
済
構
造

の
変
動
過
程
で
、
清
朝
財
政
機
構
の
重
要
な

一
端

を
担
う
ま
で
に
発
展
を
遂

げ
た
事
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
張
正
明
氏
は
そ
の
明
清
時
代
に
お
け
る
山
西
商
人
に
つ
い
て
の
研
究
に
お

い
て
、
山
西
資
本
の
各
票

号
の
経
営

、
資
本
等
に
関
し
て
個
別

・
総
合
的
分
析
を
行

っ
て
い
る
。

し
か
し
以
上
の
研
究
は
山
西
資
本
の
票
号
に
関

す
る
も
の
で
あ

っ
て
、
管

見
の
及
ぶ
限
り
で
は
、
浙
江

資
本
等
の
非
山
西
資
本

の
票
号
に
よ
る
各
省
関
の
官
金
の
為
替
送
金
に
関
す
る
研
究
は
、

未
だ
十
分
に
為
さ
れ
て
い

な

い
よ
う

で
あ
る
。
そ
こ
で
筆
者
は
、
本
稿
に
お
い
て
浙
江
資
本
の
源
豊
潤
票
号
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
が

一
部

の
省
関

の
官
金

の
為
替
送
金
に
関

し
て
、
山
西
資
本
を
上
回
る
為
替
送
金
を
行

っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
こ
の
こ
と
が
ま
た
、
清
末
の
各
地
域
市

場
に
お
い
て
発
生
し
た
金



融
恐
慌
、
特
に

一
九

一
〇
年
に
上
海
で
発
生
し
た
い
わ
ゆ
る
上
海
ゴ
ム
株
恐
慌
と
も
重
要
な
関
連
を
持

っ
て
い
た
こ
と

を
指
摘
す
る
つ
も
り
で
あ

る
。清

末

の
上
海
に
お
い
て
は
、

一
八
六
六
年
か
ら

一
九

一
一
年
ま
で
の
四
十
六
年
間
に
凡
そ
八
度
の
恐
慌
が
発
生
し
て
お
り
、
中
で
も
上
海
ゴ
ム

株
恐
慌
は
空
前
の
金
融
恐
慌
で
あ

っ
た
。

こ
の
上
海
ゴ
ム
株
恐
慌
に
よ

っ
て
浙
江

資
本
の
源
豊
潤
票
号
が
倒
産
し
て
い
る
。

こ
の
上
海
ゴ
ム
株
恐

慌
に
関
す

る
先
行
研
究
と
し
て
は
、
菊
池
貴
晴
氏
の

「清
末
の
経
済
恐
慌
と
辛
亥
革
命

へ
の
傾
斜
」
や
、
薫
文
嫡
氏

「清
末
上
海
に
お
け
る
事
業

投
資
と
そ
の
資
金
調
達

ゴ
ム
株
式
恐
慌

(
一
九

一
〇
年
)
に
至
る
過
程
を
中
心
に
ー

」
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
う
ち
菊
池
貴
晴
氏
は
、

上
海
ゴ
ム
株
恐
慌
や
源
豊
潤
票
号
の
倒
産
事
件

の
推
移
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
ら
の
恐
慌
に
よ
る
社
会
、
経
済
的
混
乱
が
辛
亥
革
命
を
引
き
起
こ

す
要
因
の

一
つ
と
な

っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
薫
文
娚
氏
は
、
上
海
ゴ
ム
株
恐
慌
の
発
生
に
至
る
過
程
を
、
上
海
に
お
け
る
外
国
投
資

と
の
関
連

か
ら
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
り
、
上
海
ゴ
ム
株
恐
慌
に
よ

っ
て
源
豊
潤
票
号
が
倒
産

し
、
各
省
関
及
び
各
地
域

市
場
に
大
規
模
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
こ
と
が
既
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
以
上

の
研
究
に
お
い
て
は
、
上
海
ゴ
ム
株
恐
慌
以
前
に
源

豊
潤
票
号

及
び
そ
の
資
本
傘
下
の
銀
号
や
銭
荘
が
各
省
関
に
ど
の
よ
う
に
関
わ

っ
て
い
た
の
か
、
そ
の
倒
産
後
の
債
務
処
理
は
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
た
の
か
と

い
う
点
に
つ
い
て
、
未
だ
十
分
に
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
点
に
関
す
る
研
究
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
本
稿
に
お
い
て
は
、
浙
江

資
本
の
源
豊
潤
票
号

の
為
替
送
金
の
実
態
、
資
本
傘
下
の
銀
号
や
銭
荘
等

の
状
況
、
さ
ら
に
上
海
ゴ
ム
株
恐

慌
に
よ
る
源
豊
潤
票
号
の
倒
産
が
清
朝
財
政
に
も
た
ら
し
た
影
響
等
に

つ
い
て
考
察
し
、
さ
ら
に
、
次

の
事
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
第

一
に
、
清

末
に
お
い
て
は
現
銀
不
足
や
輸
送
上

の
困
難

の
た
め
に
、
各
省
関
は
山
西
資
本

の
票
号
と
共
に
浙
江

資
本
等
の
票
号
を

通
じ
て
、
京
餉
、
協
餉
、

外
債
償
還
等

の
官
金
の
為
替
送
金
を
行

っ
て
い
た
こ
と
。
第
二
に
、
福
建
省
閾
海
関
等
の
省
関
に
よ
る
官
金
の
為
替
送
金
に
お
い
て
は
、
浙
江

資

本
の
源
豊
潤
票
号
が
、
山
西
資
本
の
各
票
号
を
上
回
る
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
。
第
三
に
、
上
海
ゴ
ム
株
恐
慌

の
発
生
に
よ

っ
て
源
豊

潤
票
号
及
び
資
本
傘
下
の
銀
号
や
銭
荘
が
倒
産
し
、
清
朝
財
政
に
深
刻
な
被
害
を
も
た
ら
す
と
共
に

、
各
省
関

の
為
替
送
金
を
遅
滞
さ
せ
る
に
至

っ
た
こ
と

で
あ
る
。

一

清
末
に
お
け
る
金
融
機
関
と
為
替
送
金



清
朝
政
府
の
財
政
シ
ス
テ
ム
は
、
地
方
の
各
省
関
か
ら

の
税
収
で
あ
る
銀
銭
及
び
米
穀
を
北
京
中
央
政
府
及
び
各
地
方
行
政
機
関

へ
分
配
す
る

事
に
よ

っ
て
成
立
し
て
い
た
。
各
省
関
に
よ
る
銀
銭
の
送
金
、
す
な
わ
ち
餉
銀
は
、
大
別
す
る
と
中
央
政
府

へ
向
け
た

(
a
)
京
餉
、
財
政
的
に

余
裕

の
あ

る
地
域
か
ら
財
政
不
足
の
地
域

へ
向
け
て
補
填
を
行
う

(
b
)
協
餉
か
ら
な
る
。
ま
た
清
末
に
お
い
て
は
、
外
国
銀
行
か
ら
の
借
款
の

返
済
や
戦
費
賠
償
金
の
支
払
い
を
目
的
と
し
た
、
(
c
)
外
債
償
還
も
加
わ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

ま
ず
京
餉
に

つ
い
て
で
あ
る
が
、
京
餉
と
は
清
朝
中
央
政
府
の
財
源
に
充
て
る
た
め
に
各
省
関
か
ら
北
京
の
戸
部
衙
門
に
輸
送
さ
れ
る
餉
銀
を

指
し
、
大

別
し
て
京
餉
に
は
更
に
原
定
京
餉
と
額
外
京
餉
と
が
あ

っ
た
。
こ
の
う
ち
原
定
京
餉
は
、
地
丁
銀
、
塩
課

・
塩
厘
、
茶
税
、
関
税
、
厘

金
等
を
財
源
と
す
る
餉
銀

で
あ
り
、
額
外
京
餉
は
、
当
初
は
原
定
京
餉
の
不
足
分
を
補
う
た
め
に
追
加
さ
れ
、
恒
常
的

項
目
と
な

っ
て
い
っ
た
固

本
京
餉
、
簿
備
餉
需
、
東
北
辺
防
費
、
練
兵
費
、
海
軍
費
、
内
務
府
経
費
、
出
使
経
費
等
の
費
目
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
京
餉
項
目
は
各
省
関
に
毎

年
割
り
当

て
ら
れ
、
各
省
関
は
各
種
財
源
か
ら
そ
の
負
担
し
う
る
額
を
送
金
せ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
清
末
に
お
い
て
山
西
資
本
及
び
浙
江

資
本

の
票
号
は
、
こ
う
し
た
多
岐
に
渡
る
各
省
関
か
ら
の
京
餉
の
為
替
送
金
を
請
け
負

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
京
餉
に
お
け
る
山
西
資
本
及
び
漸

江
資
本

の
票
号
に
よ
る
為
替
送
金
の
事
例
は
多
数
存
在
す
る
が
、
『
宮
中
棺
』
第

一
四
輯
、
光
緒
二
七
年

(
一
九
〇

一
)
七
月
一
一

日
、
両
広
総

督
陶
模
の
奏
摺
に
お
け
る

「附
陳
潅
解
奉
提
京
餉
銀
数
片
」
に
、

本
節

で
は
ま
ず
清
末
に
お
け
る

(
a
)
京
餉

(
b
)
協
餉

(
c
)
外
債
償
還
の
各
項
目
に
関
し
て
、
山
西
資
本
及
び
浙
江

資
本
の
票
号
に
よ
る

為
替
送
金
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
事
例
を
取
り
上
げ
、
次
に
そ
れ
が
為
替
送
金
の
仕
向
地
に
及
ぼ
し
た
影
響
に

つ
い
て
検
討
し
て
行
く
。

山
西
資
本

の
票
号
に
よ
る
京
餉
、
協
餉
、
外
債
償
還
の
為
替
送
金
の
事
例
は
、
陳
其
田
氏
、
張
国
輝
氏
の
先
行
研
究
に
お
い
て
も
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
が
、
両
氏
の
説
で
は
浙
江

資
本
の
票
号
に
よ
る
為
替
送
金
の
事
例
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
本
稿

に
お
い
て
は
山
西
資
本
及

び
浙
江

資

本
の
票
号
に
よ
る
為
替
送
金
の
事
例
を

『
宮
中
棺
光
緒
朝
奏
摺
』
及
び

『
光
緒
朝
殊
批
奏
摺
』

(以
下

『
宮
中
棺
』
『
殊
批
奏
摺
』
と

略
称
す
る
)
か
ら
引
用
す
る
が
、
従
来

の
先
行
研
究
に
は
こ
う
し
た
問
題
を
考
察
す
る
上
で
必
須
の
要
件
と
も
い
う
べ
き
こ
れ
ら
の
史
料
の
利
用

が
な
さ
れ

て
い
な

い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

1

票
号
に
よ
る
為
替
送
金
事
例



去
後
苑
擦
雨
廣
監
運
使
國
鈎
詳
稻
、
査
前
項
奉
提
京
餉
銀
十
萬
雨
、
磨
由
藩
運
爾
庫
各
半
簿
解
、
計
運
庫
磨
解
銀
五
萬
両
。
茲

擬
在
省
河
光

緒
二
十
七
年
分
餉
項
内
、
支
出
銀
五
萬
雨
、
作
為
廣
東
運
庫
磨
解
光
緒

二
十
七
年
分
京
餉
、
定
於
七
月
初
三
日
發
交

商
號
源
豊
潤
、
大
徳
恒
、

　
ら
　

蔚
長
厚
、
協
成
乾
、
志
成
信
、
新
泰
厚
等
號
、
匪
解
赴
江
海
關
道
衙
門
投
納
、
轄
匪
進
京
、
等
情
。

と
あ
る
の
は
そ
の

一
例
で
あ
る
。
右
は
、
戸
部
の
指
定
を
受
け
、
光
緒
二
七
年
分
の
京
餉
と
し
て
銀

一
〇
万
両
を
送
金
す
る
際
に
、
源
豊
潤
、
大

徳
恒
、
蔚
長
厚
、
協
成
乾
、
志
成
信
、
新
泰
厚
等

の
票
号
か
ら
江
海
関
道

へ
向
け
て
為
替
送
金
し
、
そ
れ
を
更
に
北
京

へ
為
替
送
金
さ
せ
た
と
述

べ
て
い
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
源
豊
潤
は
浙
江

資
本
の
票
号
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
は
山
西
資
本
の
票
号
で
あ
る
。
山
西
資
本
の
票
号
は
、
当

時
大
谷
幕
、
祁
講
、
平
遙
幣
と
い
う
三

つ
の
同
郷
ギ
ル
ド
を
構
成
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
各
籍
は
互
い
に
競
争
関
係
に
あ

っ
た
。

こ
こ
に
記
載
さ

れ
て
い
る
山
西
資
本
の
票
号
の
内
、
大
徳
恒
は
祁
都
、
蔚
長
厚
と
新
泰
厚
は
平
遙
都
、
協
成
乾
と
志
成
信
は
大
谷
都
に
属
す
る
票
号
で
あ
る
。

つ

ま
り
右
の
記
事
か
ら
は
、
当
時
浙
江

資
本
の
源
豊
潤
票
号
、
及
び
山
西
資
本
の
各
幕
に
属
す
る
票
号
の
分
担
に
よ

っ
て
為
替
送
金
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
が

明
ら
か
と
な
る
の
で
あ
る
。

次
に
協

餉
に

つ
い
て
で
あ
る
が
、
協
餉
と
は
各
省
の
財
政
補
填
や
災
害
地
の
救
済
、
辺
境
防
衛
費
等

の
目
的
で
、
地
方
政
府
間
で
相
互
に
行
う

送
金
を
い
う
。
甘
粛
、
陳
西
、
雲
南
、
貴
州
等
、
財
政
運
営

の
困
難
な
内
陸
部

の
各
省
に
と
り
、
中
国
各
地
域
市
場
に
支
店
を
置
く
票
号
を
介
し

て
の
為
替

送
金
は
、
当
時
そ
の
財
政
運
営
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
で
あ

っ
た
。
そ

の
た
め
、
こ
の
協
餉

の
送
金
に
関
し
て
も
、
山

西
資
本
及
び
浙
江

資
本
の
票
号
に
よ
る
為
替
送
金
が
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

浙
江

資
本

の
源
豊
潤
票
号
に
よ
る
協
餉
の
為
替
送
金
の
例
を
挙
げ
る
と
、
『
宮
中
棺
』
第

二
三
輯
、
光
緒
三
二
年
九
月

一
二
日
、
福
州
将
軍
兼

管
閲
海
関
税
崇
善

の
奏
摺
に
お
け
る

「附
陳
勉
簿
帯
解
蕾
欠
甘
餉
片
」
に
、

再
奴
才
准
戸
部
電
開
、
本
部
酌
擾
三
十
、
三
十

一
両
年
磨
解
之
菖
欠
甘
餉
、
薙
擦
伊
梨
将
軍
奏
陳
、
磨
辮
事
宜
急

需
。
此
款
奉
殊
批
責
令
認

真
簿
辮
、
閲
省
無
論
如
何
為
難
務
、
須
設
法
速
解
、
以
顧
邊
防
、
等
因
。
:
:
:
計
惟
羅
掘
塀
湊
、
先
其
所
急
、

以
副
要
需
、
謹
就
現
徴
各

税
項

下
、
勉
簿
銀

一
萬
爾
、
填
具
文
批
獲
交
號
商
源
豊
潤
承
領
、
於
九
月
十
五
日
由
閏
省
起
程
、
解
赴
甘
粛
藩
庫

投
納
、
以
為
菖
欠
甘
餉
之

穐

と
あ
る
。

そ
の
内
容
は
、
戸
部
よ
り
閾
海
関
に
対
し
て
、
光
緒
三
〇
、
三

一
年
分
の
甘
粛

へ
向
け
て
の
協
餉
が
遅
滞
し
て
い
る
こ
と
に
関
す
る
督

促
が
な
さ

れ
、
閏
海
関
は
こ
れ
を
受
け
て
財
源
確
保
の
困
難
な
中
、
各
種
徴
税
項
目
か
ら
銀

一
万
両
を
支
出
し
、
翫
江
資
本
の
源
豊
潤
票
号
に
よ



っ
て
為
替
送
金
を
行

い
、
甘
粛
藩
庫
に
納
付
さ
せ
た
と

い
う
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
山
西
資
本
の
票
号
に
よ
る
協
餉

の
為
替
送
金
の
事
例
と
し
て
は
、
『
宮
中
棺
』
第

一
七
輯
、
光
緒

二
九
年
五

月
二
八
日
、
護
四
川
総
督

布
政
使
陳
璃
の
奏
摺
に
お
け
る

「
又
陳
匪
解
三
批
協
甘
新
餉
片
」
に
、

去
後
菰
擦
署
布
政
使
黄
承
喧
詳
稻
、
査
甘
餉
為
邊
睡
要
需
、
錐
川
庫
異
常
支
細
、
総
當
及
時
簿
解
。
現
復
端
力
騰

梛
、
湊
得
二
十
九
年
掲
輸

銀
八
萬
雨
、
津
貼
銀
二
萬
雨
、
貨
萱
銀
三
萬
雨
、
添
拓
六
分
平
銀

一
萬
四
千
爾
、
二
十
八
年
掲
輸
銀

一
萬
六
千
爾
、
総
共
庫
平
銀

一
十
六
万

雨
、
作
為
光
緒
二
十
九
年
協
甘
三
批
新
餉
銀
雨
内
、
除
拍
抵
陳
西
劃
棲
演
省
銅
本
銀
五
萬
雨
、
由
陳
撲
解
甘
庫
外
、
實
止
解
銀

一
十

一
萬
爾
、

於
二
十
九
年
五
月
二
十
八
日
獲
交
西
商
協
同
慶
等
號
承
領
、
匪
解
甘
粛
藩
庫
交
納
、
所
需
匪
費
銀
両
、
照
案
在
於
萱
金
項
下
支
給
、
作
正
報

錆
、
等
情

と
あ
る
例
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
右
は
、
四
川
省
が
摘
輸
や
津
貼
税
等
の
収
入
に
よ
る
庫
平
銀

一
六
万
両
の
内
、
雲
南
省

へ
の
銅
本
銀

五
万
両
を
差
し
引

い
た
銀

一
一
万
両
を
、
山
西
資
本
の
協
同
慶
票
号
等
に
よ

っ
て
為
替
送
金
を
行
い
、
甘
粛
藩
庫

へ
納
付
さ
せ
て
い
た
こ
と
を
伝

え
て
い
る
。

次
に
外
債
償
還
に

つ
い
て
で
あ
る
が
、
各
種
外
債
の
償
還
に
際
し
、
各
省
関
は
毎
年
戸
部
よ
り
指
定
さ
れ
た
時
期
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
担
額
を

上
海
江
海
関
道

へ
送
金
し
、
上
海
道
台
は
そ
れ
を
各
国
銀
行
に
償
還
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
た
。
こ
の
外
債
償
還
の
た

め
の
送
金
に
お
い
て
も
、

票
号
に
よ
る
為
替
送
金
が
利
用
さ
れ
て
い
た
。
福
建
省
に
例
を
取
る
と
、
『
宮
中
棺
』
第
二
四
輯
、
光
緒
三
二
年

一
一
月
二
七
日
、
福
州
将
軍
兼

署
閲
漸
総
督
崇
善

の
奏
摺
に
お
け
る

「
又
陳
簿
擾
涯
解
新
定
償
款
片
」
に
は
、

再
准
部
盗
、
新
定
償
款
擁
派
福
建
省
歳
解
銀
八
十
萬
雨
、
並
欽
奉
諭
旨
、
各
該
省
前
次
指
派
之
款
、
磨
即
按
月
分
句
、
起
緊
簿
措
、
先
期
解

交
上
海
道
轄
付
等
因
、
欽
此
。
業
経
按
月
簿
解
、
至
三
十
二
年
十

一
月
第
五
年
第
十
二
期
、
分
匂
如
数
匪
由
上
海
道
査
収
清
楚
先
後
奏
杏
在

案
。
薙
光
緒
三
十
二
年
十
二
月
磨
解
第
六
年
第

一
期
前
項
庫
平
紋
銀
六
萬
六
千
六
百
七
十
爾
、
除
戸
部
議
准
將
閲
海
關
藥
萱
由
税
務
司
蓬
機

匪
解
銀

二
萬
雨
外
、
實
尚
磨
解
庫
平
紋
銀
四
萬
六
千
六
百
七
十
爾
。
現
於
司
道
局
庫
簿
集
如
数
、
於
本
年
十
二
月
初

一
日
交
源
豊
潤
、
新
泰

厚
、
蔚
泰
厚
、
蔚
長
厚
等
號
商
領
匪
、
定
限
十

二
月
初
十
日
以
前
、
解
交
江
海
關
道
、
査
収
彙
付
。
至
號
商
匪
費

銀

一
千
五
百
八
十
六
爾
七

銭
八
分
、
及
藥
萱
機
抵
銀
爾
磨
需
匪
費
、
価
請
随
正
支
給

と
あ
る
。
右
に
は
、
福
建
省
に
対
し
て
銀
八
〇
万
両
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
た
新
定
償
款

(義
和
団
事
件
後

の
辛
丑
条

約
に
よ
る
外
債
)
の
送
金



以
上
、
各
省
関

の
浙
江
資
本
及
び
山
西
資
本
に
よ
る
京
餉
、
協
餉
、
外
債
償
還
の
為
替
送
金
事
例
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
。
次
に
、
こ
う
し
た

各
省
関
に
よ
る
浙
江

資
本
及
び
山
西
資
本

の
票
号
を
介
し
た
為
替
送
金
が
、
そ
の
主
要
な
仕
向
地
で
あ
る
北
京
及
び
上
海
の
市
場
に
も
た
ら
し
た

影
響
に

つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
票
号
に
よ
る
為
替
送
金
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
経
緯
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

清
代
に
お
け
る
商
業
為
替
は
、
道
光
年
間
に
日
昇
昌
票
号
が
開
設
さ
れ
て
以
降
、
全
国
的
規
模

で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

一
方
、
現
銀
輸

　
　

　

送
が
原
則

で
あ

っ
た
官
金
の
為
替
送
金
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
陳
其
田
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
同
治
年
間

以
降

の
こ
と
で
あ
る
。
従

来
、
京
餉

の
輸
送
に
関
し
て
は
次
の
よ
う
な
形
式
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
京
餉
銀
は
、
足
色
紋
銀
を
硅
砺
に
照
ら
し
て
元
宝
に
傾
錆
し
、
毎
個
五

十
両
の
価
値
に
直
す
。
関
税
、
塩
課
、
漕
項
及
び
雑
項
に
限

っ
て
は
そ
れ
を
散
砕
し
た
小
錠
を
用
い
る
。
元
宝
と
小
錠

に
は
地
名
、
年
月
等
を
刻

み
・
布
政
使
・
解
員
の
立
ち
会
い
の
下
で
封
印
し
・
更
に
装
鞘
し
て
兵
員
に
護
送
さ
せ
て
輸
送
す
る
・
な
ど
と

い
う
も

の
で
あ
る
。

ま
た
、
中
国

市
場
に
お
い
て
は
幣
制
の
不
統

一
の
た
め
に
多
様
な
種
類
の
銀
両
が
流
通
し
て
お
り
、
京
餉
を
送
金
す
る
際
に
は
各
種
銀
両
を
紋
銀
に
改
鋳
す
る

必
要
が
あ

っ
た
。
各
省
関
か
ら

の
官
金
の
送
金
に
為
替
送
金
が
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
理
由
に
は
、
こ
う
し
た
現
銀
の
輸
送
や
改
鋳
の
際

の

煩
項
な

手
続
き
を
省
き
、
遠
方

の
各
省
関
に
お
け
る
輸
送
の
困
難
や
、
治
安

の
悪
化
が
も
た
ら
す
輸
送
上
の
危
険
を
避

け
る
と

い
う
こ
と
が
あ

っ

た
。更

に
各
省
関
か
ら
の
官
金

の
為
替
送
金
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
根
本
的
な
理
由
と
し
て
、
清
末
の
中
国
国
内
に
お
け
る
現
銀
不
足
が
挙
げ

ら
れ
る
。
現
銀
不
足
が
発
生
し
た
理
由
は
、
対
外
貿
易
に
お
け
る
輸
入
超
過
、
多
額

の
外
債

・
戦
費
賠
償
金

の
償
還
に
よ
る
国
外

へ
の
現
銀

の
流

に
至
る
経

過
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
光
緒
三
二
年

一
二
月
第

一
期
分
の
庫
平
紋
銀
六
万
六
六
七
〇
両

の
内
、
閲
海
関
の
阿
片
税

二
万
両
分
は
税
務
司
か
ら
送
金
し
た
の
を
除
き
、
残
り
四
万
六
六
七
〇
両
を
司
道
局
で
集
め
、

一
二
月

一
日
に
源
豊
潤
、
新
泰
厚
、
蔚
泰
厚
、
蔚

長
厚
等
の
票
号
に
受
け
渡
し
、

一
〇
日
期
限
で
上
海
江
海
関
道

へ
為
替
送
金
さ
せ
た
こ
と
が
分
か
る
。

つ
ま
り
こ
こ
で
も
山
西
資
本
及
び
浙
江

資

本
の
票
号
が
、
そ
の
為
替
送
金
に
よ

っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

2

清
末
の
経
済
状
況
と
為
替
送
金



出
、
及
び
諸
外
国
の
金
本
位
制

へ
の
移
行
に
よ
る
国
際
的
銀
価

の
下
落
が
生
じ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
国
内
の
恒
常
的

現
銀
不
足
に
よ

っ
て
、
制

銭
不
足
と
悪
貨
の
流
通
、
物
価
上
昇
が
も
た
ら
さ
れ
、
流
通
貨
幣
で
あ
る
銀
、
銭

の
需
給
が
共
に
逼
迫
す
る
、

「銀
貴

銭
荒
」
現
象
が
現
れ
る
こ

と
と
な

っ
た
。
結
果
的
に
こ
う
し
た
流
通
貨
幣
不
足
は
、
現
銀
の
保
有
額
を
遙
か
に
上
回
る
約
束
手
形
の
発
行
に
よ

っ
て
、
市
場
の
資
金
流
通
を

行
わ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
を
も
た
ら
し
た
。
清
朝
の
政
府
財
政
は
膨
張
し
て
ゆ
く

一
方
で
、
地
方
の
各
省
関
は
財
源
の
確
保
に
苦
慮
し
て
お
り
、

更
に
現
銀

不
足
が
重
な

っ
た
た
め
、
各
省
関
が
清
朝
中
央
政
府
か
ら
指
定
さ
れ
た
送
金
額
を
現
銀

で
輸
送
す
る
こ
と
は
次
第
に
困
難
に
な

っ
て
い

た
。
こ
う

し
た
状
況
下
に
お
い
て
着
目
さ
れ
た
の
が
票
号
を
介
し
て
の
為
替
送
金
で
あ
る
。
為
替
送
金
に
よ

っ
て
京
餉
の
送
金
を
行
う
場
合
に
は
、

上
海

・
天
津
で
は
市
場
の
銀
両
を
集
め
、
官
銀
炉
で
紋
銀
に
改
鋳

し
て
北
京

へ
と
送
る
と
い
う
こ
と
を
行

つ
た
。

こ
の
よ
う
に
票
号
を
介
し
た
為

替
送
金
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
各
地
域
か
ら
大
量
の
現
銀
を
動
か
す
こ
と
な
く
、
仕
向
地
の
票
号
の
保
有
す
る
現
銀
を
引
き
出
す
こ
と
で
決
済
が

可
能
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

こ
う
し
た
票
号
を
介
し
た
為
替
送
金
の
多
用
は
、
各
省
関
か
ら
の
京
餉
の
仕
向
地
で
あ
る
北
京
、
及
び
外
債
償
還
の
仕
向
地
で
あ
る

上
海
等
の
現
銀
不
足
を
招
い
た
。
こ
の
現
銀
不
足
に
つ
い
て
、
「徳
宗
景
皇
帝
実
録
」
巻
四
三
八
、
光
緒
二
五
年
正
月
乙
丑
の
上
諭
に
は
、

諭
軍
機
大
臣
等
。
現
在
京
師
銭
債
日
昂
、
現
銀
亦
短
、
以
致
市
璋
薫
條
、
商
民
倶
困
。
推
原
其
故
、
皆
由
銀
銭
日
細
、
不
敷
周
轄
使
然
。
亟

磨
認
真
設
法
、
以
圖
補
救
。
近
來
各
省
磨
解
部
庫
各
款
、
多
由
號
商
以
銀
票
匪
免
、
京
師
現
銀
安
得
不
日
形
腐
短
。
嗣
後
著
各
省
督
撫
、
將

慮
解
部
庫
各
款
、

一
律
簿
解
實
銀
、
赴
京
交
納
、
不
得
以
款
細
途
遥
、
籍
詞
塘
塞
。
其
沿
江
沿
海
、
及
近
畿
各
省
督
撫
、
於
磨
解
部
庫
各
銀

款
内
、
並
著
搭
解
制
銭

一
成
、
以
資
掲
注
、
総
期
各
省
關
源
源
報
晦

と
あ
る
。

右
は
、
北
京
に
お
け
る
銀
、
銭

の
不
足
に
よ

っ
て
市
場
が
逼
迫
し
て
お
り
、
近
来
各
省
か
ら
部
庫

へ
の
各
種

の
送
金
が
銀
票
に
よ
る
為

替
送
金

で
行
わ
れ
る
た
め
に
、
ま
す
ま
す
現
銀
が
不
足
し
て
い
る
、
以
後
各
省
の
督
撫
将
軍
か
ら
部
庫

へ
の
各
種
の
送
金
は
、

一
律
現
銀
を
調
達

し
て
輸
送

し
、
京
師

へ
赴
い
て
納
付
さ
せ
よ
、
と

い
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
当
時
に
お
け
る
最
大

の
開
港
場
で
あ

っ
た
上
海
の
状
況
に
関
し
て
は
、

一
人
九
七
年

一
月
三
〇
日
の

『
申
報
』
の
記
事
に
、

夫
銀
根
何
由
而
騨
緊
哉
?
大
抵
皆
因
償
費

(即
賠
款
)

一
款
、

一
歳
中
不
下
千
数
百
万
、
毎
年
数
次
分
解
、
錐
非
皆
由
渥
上
簿
解
、
然
各
省

所
解
皆
以
上
海
為
総
匪
之
庭
、
所
出
現
款
如
此
之
多
、
則
銀
根
不
緊
而
自
緊
　
。
銀
根

一
緊
、
即
折
息
自
大
。
錐
不
無
現
銀
存
積
、
然
皆
系

洋
商
銀
行
之
銀
。
各
銭
庄
向
之
折
借
数
約
七
、
八
百
万
、
習
以
為
常
、
榑
輻
折
息
、
非
但
居
奇
、
而
且
皆
帰
外
溢



と
あ
る
。
右
は
、
各
省
か
ら
の
賠
償
金
償
還
の
た
め
の
送
金
は
年
間
に
千
数
百
万
両
を
下
ら
ず
、
そ
れ
ら
が
上
海
に
集
中
す
る
た
め
、
現
銀
の
保

有
量
が
低
下
し
て
市
場
は
緊
張
し
、
金
利
が
上
昇
し
て
い
る
、
上
海
の
現
銀
は
、
外
国
銀
行
が
ほ
と
ん
ど
を
保
有
し
、
各
銭
荘
は
こ
れ
に
対
し
て

七
、
八
百
万
両
の
短
期
貸
付
を
受
け
、
そ
れ
が
常
態
と
な

っ
て
お
り
、
現
銀
は
投
機
目
的
で
蓄
蔵
さ
れ
る
か
、
国
外

へ
流
出
し
て
し
ま

っ
て
い
る
、

と
い
っ
た

こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

各
省
関
に
と

っ
て
は
、
清
朝
中
央
政
府
に
指
定
さ
れ
た
額
面
を
当
該
地
域
の
票
号
に
対
し
て
納
入
す
れ
ば
、
為
替
送
金

の
仕
向
地
の
票
号
の
現

銀
が
引
き
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
地
域
外

へ
の
現
銀

の
流
出
を
抑
制
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
仕
向
地

の
票
号
が
現
銀

の
引
き
出
し
を
要
求
さ
れ

た
場
合
、

銭
荘
等
に
貸
し
付
け
た
資
金
を
回
収
す
る
た
め
に
、
結
果
と
し
て
市
場
か
ら
大
量

の
現
銀
を
引
き
上
げ
、
市
場
は
緊
張
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
し
か
し
、
為
替
送
金
が
行
わ
れ
る
度
に
必
ず
し
も
現
銀
の
引
き
出
し
が
行
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
例
え
ば
上
海
に

お
け
る
外
国
銀
行

へ
の
外

債
償
還
の
場
合
に
は
、
官
銀
号
等
が
発
行
す
る
銀
票
に
よ

っ
て
代
替
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
官
銀
号
の
発
行
す
る
銀
票
や
、
銭
荘
の
発
行
す
る
荘
票
、
更
に
外
国
銀
行
が
銭
荘
に
対
す
る
短
期
貸
付
の
た
め
に
発
行
す
る
折
票
等

の
約
束
手
形
が
各
地
域
市
場
に
お
い
て
は
大
量
に
流
通
し
て
お
り
、
清
朝
政
府
は
約
束
手
形
の
発
行
に
制
限
を
設
け
よ
う
と
試
み
た
。
上
海
。コ
ム

株
恐
慌
の
前
年
、
宣
統
元
年
六
月
七
日
の
度
支
部
尚
書
載
澤
等
に
よ
る
奏
摺

「擬
定
通
用
銀
銭
票
暫
行
章
程
」
に
、

近
來

行
號
林
立
、
票
紙
日
多
、
官
視
爲
簿
款
之
方
、
商
僑
爲
謀
利
之
具
。
倫
不
設
法
限
制
、
將
官
款
収
放
、
幾
無

現
銀
、
市
面
出
入
、
惟
鯨

空
紙
。
物
債
騰
貴
、
民
生
困
窮
、
其
危
害
何
堪
設
想
。
上
年
十

二
月
、
臣
部
具
奏
妥
議
清
理
財
政
辮
法
摺
内
、
令
各
省
督
撫
將
現
設
官
銀
銭

號
、

現
在
獲
出
紙
票
若
干
、
準
備
金
若
干
、
限
六
個
月
詳
細
列
表
送
部
等
因
。
奉
旨
允
准
欽
遵
施
行
在
案
。
又
於
上
月
由
臣
部
通
盗
各
省
、

嗣
後
官
商
銀
銭
行
號
獲
行
票
紙
未
獲
者
不
准
増
獲
、
已
獲
者
逐
漸
収
回
等
因
、
亦
在
案
。
臣
等

一
再
簿
商
、
當
清
楚
積
弊
之
初
、
必
當
有
較

若
書

一
之
法
。
謹
擬
訂
暫
行
章
程
二
十
條
、
其
間
如
分
別
種
類
、
責
成
担
保
、
限
制
数
目
、
嚴
定
準
備
、
随
時
抽
査
、
限
期
収
回
、
使
銀
銭

號
專
力
於
存
放
匪
免
之
正
業
、
所
以
保
信
用
固
銀
根
、
亦
預
爲
劃

一
幣
制
之
地

と
あ
る
よ
う
に
、
現
銀
不
足
が
官
商
銀
号
の
紙
票
濫
発
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
そ
の
弊
害
を
除
く
た
め
、
担
保
や
発
行
量
等
を
規
定
し
た
二
〇
条

か
ら
な
る
章
程
を
制
定
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
清
朝
政
府
に
よ
る
こ
う
し
た
再
三
の
規
制
も
十
分
な
効
果
を
上
げ
得
ず
、
大

規
模
な
金

融
恐
慌
の
発
生

の
素
地
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。



山
西
資
本

の
票
号
は
為
替
送
金
を
主
要
業
務
と
し
て
各
省
関
の
官
金
の
為
替
送
金
を
行

っ
て
い
た
が
、

光
緒
末
年
に
お

い
て
は
、
戸
部
銀
行
、

　　
　

交
通
銀
行
等

の
国
家
銀
行
、
各
省
の
官
銀
号
等
が
相
継
い
で
成
立
し
、
山
西
資
本
の
票
号
の
勢
力
は
浸
食
さ
れ

つ
つ
あ

っ
た
。
ま
た
、
そ
の
取
引

相
手
や
業
務

の
対
象
は
異
な
る
と
は
言
え
、
外
国
銀
行
や
銭
荘
と
の
競
争
も
行
わ
ざ
る
を
得
ず
、
更
に
、
非
山
西
資
本

の
票
号
も
勢
力
を
伸
ば
し

て
い
た
。
非
山
西
資
本
の
票
号
と
し
て
は
、
安
徽
省
合
肥
出
身

で
李
鴻
章

の

一
族
で
あ
る
李
経
義

の
経
営
す
る
義
善
源
、
雲
南
商
人
李
湛
陽
の
開

設
し
た
天
順
祥
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
以
下
考
察
し
て
い
く
浙
江

資
本

の
源
豊
潤
票
号
は
・
そ
う
し
た
非
山
西
資
本

の
票
号

の
中
の

一
つ
で
あ
る
。

源
豊
潤
票
号
は
浙
江

省
慈
漢
県
出
身
の
商
人
、
厳
信
厚

(
一
八
二
八
～

一
九
〇
六
)
に
よ

っ
て
光
緒
初
年
に
創
設
さ
れ
た
。
厳
信
厚

の
経
歴
は
、

沈
雨
梧
氏

の

「厳
信
厚
与
通
久
源
紡
紗
織
布
局
」
と
題
す
る
論
考
に
詳
し
い
。
そ
れ
に
よ
る
と
厳
信
厚
は
同
治
年
間
に
李
鴻
章
の
幕
下
に
入
り
、

督
錆
長
藍

塩
務
、
河
南
官
運
事
、
天
津
塩
務
都
弁
等

の
役
職
を
経
て
、
光
緒

一
二
年
以
降
、
塩
店
、
貴
金
属
店
、
紡
績

・
織
物
業
、
金
融
業
な
ど
、

多
様
な
業
種
の
経
営

・
出
資
に
関
わ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
更
に
そ
の
晩
年
に
お
い
て
は
、
中
国
通
商
銀
行
総
董
事
、
上
海
商
務
総
会
総
理
等
の
要

職
を
歴
任

し
て
お
り
、
上
海

の
経
済
界
に
お
い
て
重
要
な
地
位
を
占
め
る
人
物

で
あ

っ
た
。

源
豊
潤
票
号
は
上
海
に
本
店
を
置
き
・
北
京
・
天
津
を
は
じ
め
・
中
国
各
地
の
主
要
な
市
場
に

一
七
の
支
店
を
設
け
た
。

ま
た
、
そ
の
資
本
傘

下
の
銀
号
、
銭
荘
等
も
上
海
を
始
め
と
し
て
各
地
に
置
か
れ
て
お
り
、
特
に
銀
号
は
清
朝
各
政
府
機
関
に
対
し
て
も
預
金

・
貸
付
業
務
等
を
行

っ

て
い
た
。

そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
北
京

の
新
泰
銀
号
、
漢
口
江
漢
関
の
官
銀
号
で
あ

っ
た
協
成
官
銀
号
、
上
海
江
海
関
の
官
銀
号
で
あ

　　

っ
た
源
通
銀
号
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
浙
江

資
本
の
源
豊
潤
票
号
が
、
当
時

の
主
要
な
市
場
に
対
し
て
大
き
な

影
響
力
を
持

っ
て
い
た
こ

と
を
窺
わ

せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
次
に
、
こ
の
源
豊
潤
票
号
の
資
本
傘
下
の
銀
号
の
う
ち
、
特
に
官
銀
号
の
当
該
海
関
に
お
け
る
役
割
を
、
源
通

銀
号
を
例

に
と

っ
て
見
て
み
よ
う
。

さ
て
、
上
海
は
南
北
市
に
分
け
ら
れ
る
が
、
北
市
は
源
通
、
南
市
は
豊
裕
が
そ
れ
ぞ
れ
の
官
銀
号
と
し
て
営
業
を
行

っ
て
い
た
。
こ
の
北
市
の

官
銀
号
で
あ
る
源
通
は
厳
信
厚
の
開
設
し
た
も
の
で
あ
り
、
洋
関
税
及
び
輸
船
税
餉
等
の
官
金
を
収
め
て
い
た
。
当
時

の
上
海

の
洋
関
は
江
海
関

二

源
豊
潤
票
号
に
よ
る
為
替
送
金

1

源
豊
潤
票
号
と
そ
の
資
本
展
開



次
に
、

源
豊
潤
票
号
に
よ
る
官
金

の
為
替
送
金
が
、
実
際
に
ど
の
程
度
の
規
模
で
行
わ
れ
て
い
た
の
か
を
、
『
宮
中
梢
』
及
び

『
殊
批
奏
摺
』

に
見
ら
れ

る
各
種
為
替
送
金
に
関
す
る
奏
摺
か
ら
検
討
し
て
行
く
。
次
に
掲
げ
た
表
は
、
『
宮
中
棺
』
及
び

『
殊
批
奏
摺
』
に
集
録
さ
れ
た
福
建

省
閲
海
関

の
奏
摺
を
元
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
光
緒
二
五
年
か
ら
光
緒
三
四
年
に
か
け

て
の

一
〇
年
間
に
お
け
る
閲
海
関
の
京
餉
、

協
餉
、
外
債
償
還
の
内
、
京
餉

の
為
替
送
金
事
例
に

つ
い
て
取
り
上
げ
、
更
に
閏
海
関
の
各
種
京
餉
の
中
か
ら
、
原
定
京
餉
及
び
補
解
京
餉
、
軍

餉
経
費

で
あ
る
箒
備
餉
需
及
び
補
解
簿
備
餉
需
の
為
替
送
金
事
例
を
取
り
出
し
て
い
る
。

閲
海
関

に
お
け
る
京
餉
、
簿
備
餉
需

の
為
替
送
金
を
取
り
上
げ
た
理
由
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
閲
海
関
が
各
省
関
の
中
で
も
比
較
的

早
期
か
ら
票
号
に
よ
る
官
金
の
為
替
送
金
を
行

っ
て
お
り
、
ま
た
為
替
送
金
を
利
用
す
る
頻
度
も
高
か

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、

張
国
輝
氏

は

『晩
清
銭
庄
和
票
号
研
究
』
に
お
い
て

『
清
代
紗
梢
』
に
記
載
さ
れ
た
上
奏
を
引
用
し
、
閲
海
関
か
ら

の
京
餉
の
為
替
送
金
が
、
既

2

源
豊
潤
票
号
に
よ
る
官
金

の
為
替
送
金

で
あ
り
、

上
海
道
台
の
管
轄
下
に
あ

っ
た
。
源
通
銀
号
が
上
海
江
海
関
の
官
銀
号
を
務
め
た
と
い
う
こ
と
は
、
上
海
道

台
の
信
任
を
受
け
、
洋
関

税
収
入
の
運
営
権
を
掌
握
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
官
銀
号
に
よ
る
洋
関
税
等
の
官
金

の
取
扱

い
は
、
江
海

関
の
場
合
に
は
次
の
よ
う

な
手
続
き

で
行
わ
れ
て
い
た
。
洋
関
に
お
い
て
は
税
務
司
が
船
舶
に
対
す
る
輸
出
入
税

の
納
付
額
を
決
定
し
、
納
税
者
に
徴
税
令
書
を
発
給
す
る
。

納
税
者
は
、
税
関
監
督
が
指
定
し
た
官
銀
号
に
対
し
て
、
現
銀
を
納
付
す
る
。
洋
関
は
毎
日
徴
収
し
た
税
銀
を
送
付
し
、
官
銀
号
は
そ
の
額
を
報

単
で
道
台
衙
門
に
報
告
す
る
。

こ
の
関
税
収
入
は

一
月
で
約

一
五
〇
万
両
に
の
ぼ
り
、
そ
の
支
出
の
際
に
は
道
台
が
命

令
書
を
下
し
、
銀
票
を
発

行
し
て
用

い
る
。
支
出
の
対
象
は
、
例
え
ば
機
器
局
等
の
江
南

一
帯
の
公
的
費
用
や
、
各
国

へ
の
賠
償
金
支
払
い
、
江
蘇
省

へ
の
分
担
金
等
で
あ

る
。
官
銀
号
か
ら
銭
荘

へ
の
資
金
貸
与
は
、
二
日
期
限
の
短
期
融
資
で
信
用
貸
付
と
し
て
行
わ
れ
る
。
税
関

へ
の
納
税
者
は
、
銭
荘
を
通
じ
て
官

銀
号
に
荘
票
を
納
付
で
き
る
。
そ
の
場
合
は
、
官
銀
号
が
銭
荘
か
ら
税
額
を
取
り
立
て
る
こ
と
と
な
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
浙
江
資
本

の
源
豊
潤
票
号
の
資
本
傘
下
に
あ

っ
た
官
銀
号
は
、
海
関
行
政
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
た
。
ま
た
、

資
本
傘
下

の
官
銀
号
が
関
税
収
入
の
運
営
権
を
掌
握
し
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
源
豊
潤
票
号
は
多
額
の
官
金
の
為
替

送
金
に
必
要
と
さ
れ
る
資

金
を
創
出

し
、
信
用
を
確
立
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。



に
成
豊
一
一

年

(
一
八
六

一
)
に
は
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
太
平
天
国
の
乱
に
よ
り
京
餉
等
の
輸
送
が
困
難
に

な

っ
た
た
め
、
清
朝
政
府
が
同
治
元
年

(
「
八
六
二
)
に
お
い
て
、
各
省
督
撫
に
対
し
て
為
替
送
金
を
許
可
す
る
以
前

の
こ
と
で
あ
り
、
閏
海
関

　
お
　

に
お
け
る
京
餉

の
為
替
送
金
は
、
少
な
く
と
も
咸
豊

末
年
に
は
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
張
国
輝
氏
は
、
京
餉
を
送
金
す

る
際
に
、
票
号

の
為
替
送
金
を
利
用
す
る
頻
度
の
比
較
的
高
か

っ
た
省
関
と
し
て
、
広
東
省
、
福
建
省
、
浙
江

省
、
四
川
省
、
男
海
関
、
閲
海
関

等
を
挙
げ

て
い
る
。
張
国
輝
氏
は
そ
の
理
由
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
省
関
は
し
ば
し
ば
財
政
収
入
不
足
に
陥

っ
て
い
た
た

め
、
票
号
か
ら
資
金
を
補

填
す
る
こ
と
で
京
餉

の
為
替
送
金
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
、
更
に
福
建
省
及
び
閏
海
関
等
に
お
い
て
は
、
市
場
に
外
国
銀
貨
が
流
通
し

て
お
り
、
京
餉
の
送
金
に
必
要
と
さ
れ
る
紋
銀
が
不
足
し
て
い
た
こ
と
等
を
指
摘
し
て
い
る
。

ま
た
、
光
緒
二
五
年
か
ら
光
緒
三
四
年
ま
で
の

一
〇
年
間
を
取
り
上
げ
た
理
由
は
、
こ
の
期
間
に
お
い
て
票
号
に
よ

る
官
金
の
為
替
送
金
が
最

も
多
く
利

用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
陳
其
田
氏
は

『
山
西
票
荘
考
略
』
に
お
い
て
、
『
諭
摺
彙
存
』
及
び

『
華
制
存
考
』
に

よ
り
、
光
緒

一
七
年
か
ら
宣
統
三
年
に
か
け
て
の
票
号
を
介
し
た
官
金

の
為
替
送
金
の
統
計
を
行

っ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
票
号
に
よ
る
官

金

の
為
替
送
金
が
増
加
し
た
の
は
、
義
和
団
事
件
後
の
光
緒

二
八
年

(
一
九
〇

二
)
で
あ
り
、
前
年
の
二
七
六
万
七
七

三

一
両
か
ら
二
〇
四
六
万

八
三
六
六
両

へ
と
約
七
倍

の
増
加
を
見
せ
て
い
る
。
ま
た
、
張
国
輝
氏
は
、
光
緒

二
六
年

(
一
九
〇
〇
)
か
ら
宣
統
三

年

(
一
九

一
一
)
に
か
け

て
を
、
票
号
が
大
規
模
な
発
展
を
遂
げ
、
か

つ
衰
退
し
た
時
期
と
し
て
お
り
、
特
に
そ
の
発
展
の
要
因
と
し
て
、
票
号

が
光
緒
二
八
年
以
降
の
年

間
約
四
千

万
両
に
上
る
外
債
償
還

の
為
替
送
金
に
携
わ

っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
両
氏
の
見
解
は
票
号
に
よ
る
官
金

の

為
替
送
金

が
増
加
し
た
時
期
を
光
緒

二
八
年
と
す
る
こ
と
で

一
致
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
両
氏
の
見
解
に
筆
者
も
賛
同
す
る
も
の
で
あ
る
。
従

っ

て
、
光
緒

二
八
年
を
含
む
期
間
と
し
て
、
光
緒
二
五
年
か
ら
光
緒
三
四
年
に
か
け
て
の

一
〇
年
間
の
官
金
の
為
替
送
金

事
例
を
取
り
上
げ
る
こ
と

は
、
閾
海
関
に
お
け
る
浙
江

資
本
の
源
豊
潤
票
号
及
び
山
西
資
本
の
各
票
号
等
を
介
し
た
官
金
の
為
替
送
金

の
推
移
を
考
察
す
る
上
で
妥
当
で
あ

る
と

い
え
よ
う
。

ま
た
、
以
下
で
は
紙
幅
の
都
合
上
、
原
定
京
餉
及
び
簿
備
餉
需
の
為
替
送
金
の
み
の
事
例
を
取
り
上
げ
た
。
戸
部
に
よ

っ
て
指
定
さ
れ
た
閲
海

関
の
原
定

京
餉
及
び
簿
備
餉
需

の
送
金
額

(派
定
額
)
は
、
そ
れ
ぞ
れ
京
餉
銀
二
十

一
万
両
、
簿
備
餉
需
銀
十
二
万
両

で
あ
る
。
ま
た
、
表
の
各

項
目
は
、
各
奏
摺
に
記
載
さ
れ
て
い
る
京
餉
、
簿
備
餉
需
の
送
金
額
、
為
替
送
金
を
行

っ
た
金
融
機
関
、
送
金
の
仕
向
先
で
あ
る
。



光緒二十五年

1

2

3

4

5

6

7

8

9

奏摺の日付

4.5

5.4

8.24

9,28

10」6

11.3

11.18

5.4

928

項 目

京餉

京餉

京餉

京餉

京餉

京餉

京餉

簿備餉需

簿備餉需

金 額

銀50,000両

銀55,000両

銀20,000両

銀30,000両

銀20,000両

銀20,000両

銀15,000両

銀30,000両

銀30,000両

金融機関

u,9

u,9

u,9

u,9

u,9

u,9

u,9

u,9

u.9

仕向先

戸部

戸部

戸部

戸部

戸部

戸部

戸部

戸部

戸部

光緒二十六年

1 H.4 京餉 銀52,500両 C 漢口(転運

局)→陳西

行在戸部

光緒二十七年

1

2

3

4

5

4.10

6」7

8.7

1o8

4.10

京餉

京餉

京餉

京飽

補解簿備餉

需

(26年 分)

銀50,000両

銀60,000両

銀10,000両

eq50,000両

銀60,000両

9,U,S

U,S,9

S

U,S,9

9,U,S

漢口(転運

局)→陳西

行在戸部

江海関道
→京師

江海関道
→京師

江海関道

→戸部

江海関道

→京師

光緒二十八年

1

2

3

4

5

6

1.8

5.25

7.24

925

5.25

10,28

京餉

京餉

京餉

京餉

簿備餉需

簿備餉需

銀50,000両

銀55,000両

銀55,000両

銀50,000両

銀60,000両

銀60,000両

U,S

9,S,UC

9,UC,S,U

U,UC

9,S

UC,U,9

戸部

戸部

戸部

戸部

戸部

戸部

光緒二十九年

1

2

3

4

5

6

7

5,6

閏5フ

9.16

10,17

閏5フ

9.16

10.17

京餉

京餉

京餉

京餉

簿備餉需

簿備餉需

簿備餉需

銀50,000両

銀55,000両

銀50,000両

銀55,000両

銀60,000両

銀30,000両

銀30,000両

9,S

9,S,U

U,UC,9,S

9,S

9,S,U,UC

9,S

9,s

戸部

戸部

戸部

戸部

戸部

戸部

戸部

(
27
V

閲
海
関
為
替
送
金
表

(光
緒

二
十
五
年
～
光
緒
三
十
四
年
、
京
餉

・
簿
備
餉
需
)

蔚
泰
厚
↓

U

蔚
長
厚
↓
u
c

新
泰
厚
↓

S

(以
上
、
山
西
資
本

の
票
号
)

源
豊
潤
↓
g

(
浙
江
資
本

の
票
号
)

中
国
通
商
銀
行
↓

c

(光
緒

二
三
年
設
立
)

大
清
銀
行
↓
d

(光
緒
三
四
年
、
戸
部
銀
行
よ
り
改
組
)



光緒三十年

1

2

3

4

5

6

7

4.26

8.19

10.26

12.17

5.25

10.26

12.17

京餉

京餉

京餉

京餉

籠備餉需

簿備餉需

箒備餉需

銀50,000両

銀55,000両

銀50,000両

銀25,000両

銀60,000両

銀15,000両

銀15,000両

9

9

9

9

9

9

9

戸部

戸部

戸部

戸部

戸部

戸部

戸部

光緒三十一年

1

2

3

4

6.22

11.15

6.22

11」5

京餉

京餉

簿備餉需

簿備餉需

銀30,000両

銀45,000両

銀15,000両

銀20,000両

9

9

9

9

戸部

戸部

戸部

戸部

光緒三十二年

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

閏4.4

5.19

8.7

9.25

11.20

6.22

閏4.4

8.7

9.25

11.20

6.22

京餉

京餉

京餉

京餉

京餉

補 解 京餉

(31年 分)

簿備餉需

簿備餉需

簿備餉需

簿備餉需

補解 簿備 餉

需

(31年 分)

銀30,000両

銀25,000両

銀50,000両

銀20,000両

銀55,000両

銀45,000両

銀20,000両

銀40,000両

銀20,000両

銀30,000両

銀35.000両

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

戸部

戸部

戸部

戸部

度支部

戸部

戸部

戸部

戸部

度支部

戸部

光緒三十三年

1

2

3

4.20

11.15

4.20

京餉

京餉

簿備餉需

銀40,000両

銀20,000両

銀20,000両

9

9,S,UC,U

9

度支部

度支部

度支部

光緒三十四年

1 1127 補解京餉 銀23,768両d,g,s,u,uc

9銭7分

度支部



こ
の
表

か
ら
、
閾
海
関

の
京
餉
、
簿
備
餉
需

の
為
替
送
金
に
お
い
て
、
源
豊
潤
票
号
に
よ
る
為
替
送
金
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
が

見
て
取
れ

る
。
各
年
度
毎

の
特
徴
を
見
て
ゆ
く
と
、
光
緒
二
五
年
に
お
い
て
は
、
蔚
泰
厚

(
u
)
及
び
源
豊
潤

(
g
)

の
二
つ
の
票
号
に
よ
り
、

京
餉
銀
二

一
万
両
、
簿
備
餉
需
銀
六
万
両
の
為
替
送
金
が
行
わ
れ
て
い
る
。
光
緒
二
六
年
に
お
い
て
は
、
中
国
通
商
銀
行

(
c

)
が
漢

口
転
運

局
に
向
け

て
京
餉
銀
五
万
二
五
〇
〇
両

の
為
替
送
金
を
行

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
義
和
団
事
件
に
お
け
る
連
合
軍
の
北
京
占
領
に
伴

っ
て
、
西
太
后
、

光
緒
帝
が
西
安

へ
退
避
し
、
京
餉
の

一
部

の
送
金
先
が
陳
西
行
在
戸
部

へ
と
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
同
様
の
理
由
に
よ
り
、
光
緒
二
七
年
四

月

一
〇
日

の
奏
摺
に
お
い
て
も
、
京
餉
銀
五
万
両

の
仕
向
先
は
漢
口
転
運
局
と
さ
れ
て
い
る
。
光
緒

二
七
年
の
そ
れ
以
外
の
奏
摺
に
お
い
て
は
、

江
海
関
道

を
経
由
し
、
北
京
戸
部
衙
門

へ
の
送
金
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
光
緒

二
七
年
に
お
い
て
は
、
蔚
泰
厚

(
u
)
、
新
泰
厚

(
s
)
、

源
豊
潤

(
9

)

の
三

つ
の
票
号
に
よ
り
、
京
餉
銀

一
七
万
両
、
簿
備
餉
需
銀
六
万
両
の
為
替
送
金
が
行
わ
れ
て
い
る
。
光
緒
二
八
、
二
九
年
に

お
い
て
は
、
蔚
泰
厚

(
u
)
、
蔚
長
厚

(
㏄
)、
新
泰
厚

(
s
)
、
源
豊
潤

(
9
)
の
四

つ
の
票
号
が
関
与
し
、
光
緒
三
四
年
に
は
大
清
銀
行

(
d
)

が
こ
れ
に
加
わ

っ
て
い
る
が
、
光
緒
三
〇
年
か
ら
三
二
年
ま
で
は
、
源
豊
潤
票
号
の
取
り
扱
い
の
み
が
見
ら
れ
る
。
送
金
額
に

つ
い
て
は
、
光
緒

三
〇
年
は
京
餉
銀

一
八
万
両
、
簿
備
餉
需
銀
九
万
両
、
光
緒
三

一
年
は
京
餉
銀
七
万
五
千
両
、
簿
備
餉
需
銀
三
万
五
千
両
、
光
緒
三
二
年
は
京
餉

銀
二
二
万
五
千
両
、
簿
備
餉
需
銀

一
四
万
五
千
両
と
い
う
推
移
を
た
ど

つ
て
い
る
。
特
に
光
緒
三
二
年
に
お
い
て
は
京
餉
及
び
簿
備
餉
需

の
合
計

は
三
七
万
両
に
の
ぼ
り
、
三

一
年
分
の
補
解
京
餉

・
簿
備
餉
需
の
名
目
で
な
さ
れ
た
送
金
を
控
除
し
て
も
、
派
定
額

の
送
金

の
大
半
は
源
豊
潤
票

号

の
為
替
送
金
に
よ

っ
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
表
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
京
餉
や
簿
備
餉
需
以
外

の
送
金
項
目
、
甘
粛
省

へ

向
け
て
の
協
餉
や
上
海
江
海
関

へ
向
け

て
の
外
債
償
還
の
送
金
等
に
関
し
て
も
、
光
緒
三
〇
年
か
ら
三
三
年
ま
で
、
そ

の
多
く
は
源
豊
潤
票
号
に

よ
る
為
替
送
金
が
利
用
さ
れ
て
い
た
。

以
上
、
閲
海
関
の
為
替
送
金
事
例
を
取
り
上
げ
、
そ
の
官
金

の
為
替
送
金
に
お
い
て
浙
江
資
本
の
源
豊
潤
票
号
に
よ
る
為
替
送
金
が
重
要
な
位

置
を
占
め

て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
閾
海
関
等
の
各
省
関
に
お
い
て
源
豊
潤
票
号
に
よ
る
為
替
送
金
が
多
く
利
用
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た

一
つ
の
要

因
と
し
て
、
源
豊
潤
票
号
は
資
本
額
に
お
い
て
山
西
資
本
の
各
票
号
を
上
回

っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
源
豊
潤
票
号
の
設
立
資

本
は

一
〇
〇
万
両
と
さ
れ
て
お
り
、
閾
海
関
の
官
金
の
為
替
送
金
を
行

っ
て
い
た
山
西
資
本
の
蔚
泰
厚
、
蔚
長
厚
、
新
泰
厚
票
号
の
設
立
資
本
は

五
〇
～
六
〇
万
両
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
資
本
の
大
き
さ
が
窺
え
鯵

但
し
、
票
号
は
自
己
の
資
本
額
を
上
回
る
為
替

の
取
り
組
み
を

行
う
の
が
常
態
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
第

一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
山
西
資
本
の
票
号
は
、
大
谷
離
、
祁
都
、
平
遙
常
と

い
う
三
つ
の
同
郷
ギ
ル
ド



1

上
海
ゴ
ム
株
恐
慌
の
推
移

清
末
の
上
海
の
恐
慌
に
関
し
て
は
、
大
橋
知
左
子
氏
、
濱
下
武
志
氏
等
の
先
行
研
究
が
あ
り
、
一
八
六
六
年
か
ら

一
九

一
一
年
の
四
六
年
間
に
、

凡
そ
八
度

の
金
融
恐
慌
が
発
生
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、

一
八
六
六
年
～

一
八
六
七
年
の
綿
花
投
機
と
株
式
会
社

・
銀
行
設

立
ブ
ー
ム
の
終
息
に
よ
る
恐
慌
、

一
八
七

一
年
～

一
八
七
三
年
の
、
銀
行
の
短
期
貸
付
を
背
景
に
銭
荘
が
荘
票
を
大
量
発
行
し
、
流
通
貨
幣
不
足

に
陥

っ
て
発
生
し
た
恐
慌
、

一
八
七
八
年
～

一
八
七
九
年
の
上
海
市
場
に
お
け
る
現
銀
の
恒
常
的
不
足
傾
向
の
結
果
も
た
ら
さ
れ
た
恐
慌
、

一
八

八
三
年
～

一
八
八
四
年
の
生
糸
投
機
失
敗
及
び
清
仏
戦
争
等
の
影
響
に
よ

っ
て
発
生
し
た
恐
慌
、

一
八
九
七
年
の
貼
票

の
支
払
い
準
備
不
足
に
よ

る
恐
慌
、

一
九
〇
〇
年

の
義
和
団
事
件
に
よ
る
恐
慌
、

一
九

一
〇
年

の
資
本
家
陳
逸
卿
の
ゴ
ム
株

へ
の
投
機
失
敗
に
端
を
発
し
た
恐
慌

(上
海
。コ

ム
株
恐
慌
)、

一
九

一
一
年
の
辛
亥
革
命
に
お
け
る
恐
慌
で
あ
る
。

中
で
も
上
海
ゴ
ム
株
恐
慌
は
上
海
に
お
け
る
空
前

の
金
融
恐
慌
と
さ
れ
、
多
く
の
商
店
、
金
融
機
関
が
連
動
し
て
倒
産
し
、
そ
の
被
害
は
国
内

の
主
要
な
地
域
市
場
に
波
及
し
た
。
こ
の
上
海
ゴ
ム
株
恐
慌
に
よ
っ
て
、
前
節

で
考
察
し
た
、
浙
江

資
本
の
源
豊
潤
票
号
が
倒
産
し
た
。

こ
れ
は

一
般
の
商

人
に
対
し
て
融
資
を
行
う
銭
荘
等
と
比
較
し
て
、
豊
富
な
資
金
力
と
信
用
を
有
す
る
票
号

の
倒
産
と
し
て
は
初
め
て
の
事
例
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
が
各
地
域
市
場
及
び
清
朝
各
政
府
機
関
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
甚
大
な
も
の
が
あ

っ
た
。

三

上
海
ゴ
ム
株
恐
慌
と
源
豊
潤
票
号
の
倒
産

を
構
成
し
て
お
り
、
蔚
泰
厚
、
蔚
長
厚
、
新
泰
厚
票
号
は
い
ず
れ
も
平
遙
常
に
属
す
る
こ
と
か
ら
、
相
互
の
資
金
調
達
を
行

っ
て
い
た
こ
と
が
推

定
で
き
る
。
従

っ
て
、
浙
江

資
本
の
源
豊
潤
票
号
が
単
独
で
山
西
資
本
の
各
票
号
に
対
抗
し
得
た
要
因
を
、
票
号
の
設
立
資
本
の
規
模

の
み
に
求

め
る
こ
と

は
で
き
な

い
。
し
か
し
、
前
節

で
述
べ
た
よ
う
に
、
源
豊
潤
票
号

の
資
本
主
で
あ
る
厳
信
厚
は
清
朝
政
府
官
僚

と
の
つ
な
が
り
を
持
ち
、

上
海
経
済
界
に
お
い
て
重
要
な
地
位
を
占
め
る
人
物
で
あ
り
、
各
種
産
業
の
経
営

・
出
資
に
携
わ

っ
て
い
た
。
更
に
、
源
豊
潤
票
号
は
、
そ
の
資

本
傘
下
に
多
数
の
銀
号
や
銭
荘
を
持
ち
、
特
に
官
銀
号
は
海
関
の
官
金
運
営
権
を
掌
握
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
諸
条
件

が
源
豊
潤
票
号
の
信
用
を

高
め
る
と
共
に
、
各
省
関
か
ら

の
多
額
の
官
金
の
為
替
送
金
に
必
要
と
さ
れ
る
資
金
を
創
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
。



上
海
ゴ

ム
株
恐
慌

の
直
接
の
原
因
は
、
上
海

の
資
本
家
陳
逸
卿
が
。コ
ム
株

へ
の
投
機
に
失
敗
し
た
事
に
求
め
ら
れ
る
。
陳
逸
卿
は
、
慶
鯨
洋
貨

号
の
経
営

者
で
、
新
旗
昌
洋
行
の
買
弁
を
務
め
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
彼
は
自
己
の
資
金
及
び
正
元
、
謙
鯨
、
兆
康
、
会
大
、
元
豊
、
森
源
、
晋

大
の
七
銭
荘

の
資
金
、
更
に
匪
豊
銀
行
、
麦
加
利
銀
行
等

の
外
国
銀
行
か
ら
チ
ョ
ッ
プ

・
ロ
ー
ン

(短
期
貸
付
)
を
借
り
出
し
て
、
当
時
ゴ
ム
需

要
の
急
増

と
ゴ
ム
の
供
給
不
足
を
背
景
に
高
騰
を
続
け
て
い
た
ゴ
ム
株
や
、
石
油
株
等
に
多
額

の
資
金
を
投
資
し
た
。

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
の
ゴ

ム
消
費
制

限
と
価
格
騰
貴
に
よ
る
各
国
の
使
用
手
控
え
か
ら
需
給
関
係
は
生
産
過
剰
に
陥
り
、
ゴ
ム
株
は
暴
落
し
た
。

こ
れ
に
よ

っ
て
、
ま
ず
陳
逸
卿
に
対
し
て
資
金
貸
与
を
行

っ
て
い
た
正
元
、
謙
鯨
、
兆
康
銭
荘
が
、

つ
い
で
会
大
、

元
豊
、
森
源
、
晋
大
銭
荘

が
取
引
を
停
止
す
る
と
、
各
業
者
は

一
斉
に
取
引
銀
行
、
銭
荘
に
殺
到
し
、
荘
票
の
兌
換
、
預
金
の
引
き
出
し
を
求
め
た
た
め
、
取
り
付
け
騒
ぎ

が
発
生
し
た
。

こ
れ
ら

の
銭
荘
の
倒
産
に
よ
る
被
害
額
は
約
五
百
万
両
に
上

っ
た
と
さ
れ
る
。

上
海
道

台
は
市
場
沈
静
化
の
為
に
、

一
九

一
〇
年
八
月
四
日
、
九
力
国
か
ら
な
る
外
国
銀
行
団
、
即
ち
匪
豊
銀
行
、
麦
加
利
銀
行
、
徳
華
銀
行
、

道
勝
銀
行
、
正
金
銀
行
、
東
方
匪
理
銀
行
、
花
旗
銀
行
、
荷
蘭
銀
行
、
華
比
銀
行
か
ら
年
利
四
分
、

一
九

一
五
年
期
限

で
三
五
〇
万
両
の
借
款
を

行

っ
た
。

こ
の
借
款
は
、
ま
ず
各
銀
行
の
所
持
す
る
正
元
、
謙
鯨
、
兆
康
銭
荘
の
荘
票
に
対
す
る
支
払
い
に
充
て
ら
れ

る
こ
と
と
な
り
、
各
銀
行

は
三
五
〇

万
両
の
内
、
手
元
に
あ
る
約

一
四
〇
万
両
の
荘
票
を
九
割
で
現
金
に
引
き
替
え
、
残
り
の
二

一
〇
万
両
を
上
海
道
台

へ
交
付
し
た
。
上

海
道
台
は
こ
れ
を
大
清
銀
行
、
交
通
銀
行
、
裕
寧
官
銭
局
、
豊
裕
官
銀
号
等
に
利
子
八
分
で
貸
し
出
し
、
借
款
の
利
子
と
の
差
額
を
整
理
資
金
に

充
て
る
こ
と
と
し
た
。
先

の

一
四
〇
万
両
か
ら
九
割
を
引
い
た
額
、

一
四
万
両
に
関
し
て
は
、
各
銀
行

の
出
資
額
に
応

じ
て
分
配
し
、
九
割
で
の

引
き
替
え

を
好
ま
な
い
銀
行

へ
は
、
四
分
利
付
公
債
を
発
行
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
し
か
し
、
上
海
道
台
は
外
国
銀
行

及
び
外
国
商
人

へ
の
債
務

を
優
先
さ

せ
る

一
方
で
、
中
国
商
人
に
対
し
て
は
債
務
返
済
を
厳
し
く
迫
り
、
こ
の
措
置
に
よ

っ
て
は
市
場
は
回
復
に
至
ら
な
か

っ
た
。

正
元
、

謙
鯨
、
兆
康
銭
荘
の
倒
産

の
影
響
を
受
け
、
源
豊
潤
票
号
、
及
び
そ
の
資
本
傘
下
の
徳
源
、
源
吉
銭
荘
、
源
通
銀
号
等
は
い
ず
れ
も
経

営
危
機
に
陥

っ
た
。
こ
れ
ら
の
金
融
機
関
が
倒
産
す
れ
ば
、
市
場
及
び
政
府
機
関
に
与
え
る
影
響
が
極
め
て
深
刻
で
あ
る
こ
と
は
十
分
に
予
想
で

2

源
豊
潤
票
号
の
倒
産



き
た
。

一
九

一
〇
年
八
月
六
日

(宣
統
二
年
七
月
二
日
)、
上
海
道
台
禁
乃
煙
は
、
軍
機
処
、
外
務
部
、
度
支
部
、
農

工
商
部
、
両
江
総
督
、
江
蘇
巡

撫
に
対
し
て
打
電
し
、
自
己
の
裁
量
で
救
済
措
置
を
執

っ
た
こ
と
を
報
告
し
た
。
そ
の
電
文
に
は
、

自
前
月
ー
六
月
-
中
旬
、
上
海
正
元
、
兆
康
、
謙
鯨
三
庄
倒
閉
后
、
市
面
空
虚
、
笈
笈
不
可
終
日
、
錐
奉
准
奏
暫
借
洋
債
勉
為
維
持
、
而
票

号
源
豊
潤
、
徳
源
、
源
吉
銭
庄
等
相
継
受
摺
、
危
急
万
分
。
源
豊
潤
、
源
吉
系
嚴
道
義
彬
独
開
、
徳
源
系
嚴
道
及
劉
道
安
生
股
開
、
皆
漸
省

著
名
巨
富
、
倉
卒
来
求
、
調
査
属
実
、
錐
有
貴
重
産
業
、

一
時
無
可
抵
用
、
倫
不
出
而
維
持
、
必
至
牽
連
歌
業
。
且
嚴
道
承
辮
源
通
海
関
官

銀
号

已
歴
五
十
余
年
、
同
在
危
迫
之
中
。
源
豊
潤
亦
有
十
二
分
号
、
影
響
及
干
各
埠
、
不
堪
設
想
。
職
道
何
敢
漠
視
、
随
即
嘱
其
将
地
契
、

房
披
、
塩
票
、
股
単
共
値
三
百
万
雨
、
交
道
収
存
、
由
道
代
借
三
百
万
雨
、
酌
量
応
付
華
洋
欠
款
。
現
計
職
道
担
保
之
款
及
所
借
洋
債
在
七

百
万
雨
以
上
、
非
不
知
仔
肩
甚
重
、
然
当
時
市
情
危
急
、
間
不
容
発
、
不
及
請
示
、
故
遂
毅
然
担
任

と
あ
る
。
右
は
、
源
豊
潤
票
号
及
び
源
吉
銭
荘
は
厳
信
厚
の
子
で
あ
る
道
員
厳
義
彬
が
経
営
し
、
徳
源
銭
荘
は
厳
義
彬
と
道
員
劉
安
生
の
合
同
出

資
に
よ
る
も
の
で
、
い
ず
れ
も
浙
江

の
著
名
な
資
本
家
で
あ
り
、
か
な
り
の
資
産
を
持

っ
て
は
い
る
が
、
す
ぐ
に
用
途
に
充
て
る
こ
と
は
で
き
ず
、

も
し
資
金
を
放
出
せ
ず
に
店
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
も
、
必
ず
連
動
し
て
倒
産
し
、
源
豊
潤
票
号
が
支
店
を
設
け
た
各
市
場
に
影
響
が
波
及
す
る

事
が
予
想

さ
れ
る
、
そ
こ
で
即
時
、

そ
の
所
有
す

る
土
地
家
屋
の
権
利
書
、
塩
票

(塩
の
販
売
証
)、
股
単

(合
同
出

資
に
お
け
る
証
券
)
等
、

計
三
〇
〇

万
両
を
上
海
道
台
が
収
め
、
上
海
道
台
か
ら
三
〇
〇
万
両
を
立
て
替
え
て
債
務
の
補
償
に
充

て
た
、
上
海
道
台
が
負
担
し
た
担
保
金
と

借
用
し
た
外
債
は
合
計
七
〇
〇
万
両
に
の
ぼ

っ
た
が
、
当
時
の
上
海
市
場
は
急
を
要
す
る
事
態
で
あ
り
、
自
己
の
裁
量

で
こ
の
処
理
を
行

っ
た
、

と
い
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

こ
う
し
た
上
海
道
台
察
乃
煙
の
措
置
に
よ

っ
て
は
市
場
は
回
復
す
る
に
至
ら
ず
、
更
に
外
国
銀
行
か
ら
の
三
五
〇
万
両
の
借
款
及
び
そ
の
運
用

　
お
　

に
対
す
る
責
任
を
追

及
さ
れ
、
察
乃
煙
は
罷
免
さ
れ
る
と
い
う
事
態
が
生
じ
た
。
そ
し
て

一
九

一
〇
年
十
月
八
日

(宣
統

二
年
九
月
六
日
)、
源

豊
潤
票
号

、
及
び
徳
源
、
源
吉
銭
荘
は
倒
産
し
た
。
そ
の
公
私
の
負
債
は
二
千
万
両
に
及
び
、
広
州
輿
・海
関
の
預
金
六

〇
〇
万
両
を
始
め
、
漢

口

で
四
〇
〇

万
両
、
上
海
江
海
関
で
三
五
〇
万
両
、
更
に
各
地
に
お
い
て
数
十
万
両
の
損
害
を
与
え
た
。
源
豊
潤
票
号
及
び
そ
の
資
本
傘
下
の
銀
号
、

銭
荘
の
倒

産
は
、
そ
れ
と
資
金
関
係
を
持

っ
各
地
の
金
融
機
関
を
倒
産
さ
せ
る
と
共
に
・
清
朝
各
政
府
機
関
に
甚
大
な
被

害
を
与
え
た
の
で
あ
る
。



『
国
風
報
』

一
-

二
六

「中
国
最
近
市
面
恐
慌
之
原
因
」
は
、
中
国
全
土
に
影
響
を
与
え
た
こ
の
大
規
模
な
恐
慌

の
発
生

の
原
因
に
つ
い
て
、

第

一
に
企
業
資
本
の
欠
乏
、
第

二
に
企
業

の
投
機
的
性
格
、
第
三
に
銀
価
変
動
、
第
四
に
銀
行
制
度

の
未
整
備
、
第
五
に
幣
制

の
未
整
備
、
第
六

4

源
豊
潤
票
号
倒
産
後
の
債
務
処
理

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
、
上
海
商
会
や
清
朝
政
府
に
よ
る
市
場

の
沈
静
化
が
図
ら
れ
た
。
上
海
商
会

の
軍
機
処
、
度
支
部
、
農
工
商
部
、
両

江
総
督
、

江
蘇
巡
撫
に
対
す
る
上
奏
に
は
、

潅
市

日
來
荘
匪
不
通
、
寛
如
罷
市
。
上
海
工
廠
敷
十
家
、
工
人
二
三
十
萬
人
、

一
経
停
工
、
於
商
業
治
安
、
均
有
關
係
。
事
機
危
迫
、
磨
請

代
奏
、
勅
下
大
清
交
通
雨
銀
行
、
迅
速
簿
款
五
百
萬
雨
、
交
由
商
會
散
放
、
以
挽
危
局

と
あ
る
。
右
は
、
上
海
で
は
為
替
が
流
通
せ
ず
、
取
引
停
止
に
陥

っ
た
様
な
状
況
と
な

っ
た
、
上
海
に
は
数
十
の
工
廠

が
あ
り
、
そ
の
工
人
二
、

三
十
万
人

は
、

一
た
び
工
廠
が
停
止
す
る
と
商
業
や
治
安
に
影
響
を
及
ぼ
す
、
事
態
は
切
迫
し
て
お
り
、
代
理
上
奏
し

て
大
清
銀
行
、
交
通
銀
行

に
勅
を
下

し
、
急

い
で
五
〇
〇
万
両
を
調
達
し
、
そ
れ
を
商
会
よ
り
放
出
し
て
こ
の
危
機
的
状
況
を
救
済
し
た
い
、
と

い
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い

る
。こ

れ
を
受
け
て
勅
命
が
下
さ
れ
、
両
江
総
督
張
人
駿
は
匪
豊
銀
行
か
ら
の
借
款
二
〇
〇
万
両
の
導
入
を
決
定
し
、

一
方
で
度
支
部
に
大
清
銀
行

か
ら
銀

一
〇
〇
万
両
を
上
海

へ
輸
送
さ
せ
た
。
こ
の
匪
豊
銀
行
か
ら
の
借
款

二
百
万
両
の
契
約
は
、

一
九
一
一

年

一
月

一
七
日

(宣
統
二
年

一
二

月

一
七
日
)
に
お
い
て
上
海
商
会
と

の
間
で
締
結
さ
れ
た
。
先
の
借
款
三
五
〇
万
両
に
お
い
て
は
、
上
海
道
台
と
九
力
国
銀
行
団
と
の
間
で
契
約

が
交
わ
さ
れ
、
借
款
を
政
府
系
金
融
機
関

へ
貸
し
付
け
る

一
方
で
中
国
商
人
等
の
債
務
者
に
対
し
て
は
厳
重
な
取
立
て
を
行

っ
た
た
め
に
、
市
場

の
沈
静
化

に
効
果
が
み
ら
れ
ず
、
ま
た
契
約
条
文
の
解
釈
の
相
違
な
ど
に
よ

っ
て
外
国
銀
行
と

の
間
に
軋
礫
を
生
ず
る
結
果
と
な

っ
た
。

こ
う
し

た
経
緯
を
ふ
ま
え
、
今
回
の
借
款
に
お
い
て
は
上
海
商
会
が
債
務
者
と
匪
豊
銀
行
を
仲
介
し
、
匪
豊
銀
行
が
債
務
者

の
資
産
を
評
価
し
た
上
で
、

　　

そ
れ
を
担

保
と
し
て
貸
与
額
を
決
定
す
る
と
い
う
市
場
救
済
措
置
が
と
ら
れ
た
。

3

恐
慌
対
策



に
大
清
銀
行
の
信
用

の
未
確
立
、
第
七
に
地
方
官
吏
の
不
正
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
銀
行
の
未
整
備
に

つ
い
て
の
第
四
項
に
、

我
國
銀
號
銭
荘
所
獲
之
荘
票
、
其
性
質
與
各
國
銀
行
業
所
謂
期
票
匪
票
支
票
者
皆
有
異
、
實
則

一
種
之
兌
換

券
也
。
凡
獲
兌
換

券
、
必
須
有

準
備
金
或
有
確
實
之
有
慣
謹
券
、
以
爲
保
障
。
今
我
國
之
銀
號
銭
荘

一
切
無
之
任
意
濫
獲
、
此
種
制
度
錐
謂
國
家

導
民
以
爲
悪
可
耳
。
故
毎

遇
銭
荘
等
有
攣
故
、
其
禍
之
烈
乃
過
於
他
國
也

と
あ
り
、
銀
号
や
銭
荘
に
よ
る
約
束
手
形
の
濫
発
が
も
た
ら
し
た
被
害
の
大
き
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。
源
豊
潤
票
号
は
銀
票
を
発
行
し
て
い
な
か

っ
た
が
、
資
本
傘
下
の
銀
号
や
銭
荘
に
お
い
て
は
、
約
束
手
形

の
発
行
や
取
引
き
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。

天
津
に
お
い
て
、
源
豊
潤
票
号
及
び
そ
の
資
本
傘
下
の
新
泰
銀
号
の
各
支
店
は
、
上
海
本
店

の
倒
産
後
、
天
津
商
会

へ
保
護
と
債
務
の
整
理
を

要
請
し

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
債
権

・
債
務
に
つ
い
て
、

査
源
豊
潤
欠
外
銀
九
万
五
千
爾
、
欠
内
各
款
産
業
足
抵
、
新
泰
欠
外
銀
銭
約
三
十
万
雨
、
銀
貼
存
二
万

一
千
六
百
余
雨
、
欠
外
洋
銭
約
五
万

四
千

元
、
洋
銭
票
存
三
万
六
千
余

元
。
欠
内
銀
銭
約
四
十
万
雨
、
欠
内
洋
銭
約
八
万
元
、
実
存
銀
三
千
五
百
雨
、
洋
銭
七
千
元
、
銭

一
千
五

　な

百

吊
。
又
保
定
新
泰
欠
外
銀
井
銀
票
鈔

票
約
五
、
七
万
雨
。
北
京
新
泰
欠
外
銀
井
銀
票
鈔

票
約
十
万
両
。

と
述
べ
て
い
る
。
右
に
よ
る
と
、
源
豊
潤
票
号
に
お
い
て
は
約
束
手
形

の
取
扱
い
が
見
ら
れ
ず
、
債
務
は
債
権
及
び
そ

の
資
産
に
よ

っ
て
相
殺
す

る
こ
と
が

可
能

で
あ
る
。
し
か
し
、
新
泰
銀
号
は
天
津
、
保
定
、
北
京
の
各
店
で
、
銀
票

・
錆
票

・
洋
銭
票
等
か
ら
な

る
数
万
両
単
位

の
約
束
手

形
を
取
り
扱

っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
ら
の
約
束
手
形
に
つ
い
て
は
商
会
が
引
き
替
え
を
請
け
負
い
、
債
務
処

理
を

一
括
し
て
行
う
こ
と

　　
　

と
な

っ
た
。

ま
た
、

源
豊
潤
票
号
及
び
新
泰
銀
号
の
債
務
処
理
に
お
い
て
、
そ
の
資
産
の
抵
当
権
が
上
海
、
天
津
、
北
京
各
店
の

い
ず
れ
に
属
す
る
か
に
つ

い
て
紛
糾
す
る
事
態
が
生
じ
た
。

こ
の
た
め
、
両
江
総
督
張
人
駿

の
命
に
よ
り
、
上
海
の
商
情

に
詳
し
く
、
源
豊
潤
票

号
の
設
立
者
で
あ
る
厳
信

ハむ
　

厚
と
も
交
流

の
あ

っ
た
四
川
川
東
道
台
任
錫
紛
が
整
理
に
当
た
る
こ
と
と
な

っ
た
。

し
か
し
、
源
豊
潤
票
号
の
倒
産
は
、
各
地
域
市
場
及
び
清
朝

政
府
機
関

に
及
ぼ

し
た
影
響
の
点
か
ら
み
て
も
、
従
来
の
恐
慌
と
は
そ
の
規
模
や
質
の
点
で
そ
れ
ら
を
大
き
く
上
回
る
も
の
で
あ
り
、
適
切
な
債

務
処
理
過

程
を
経
て
市
場
の
健
全
性
を
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
宣
統
三
年

一
一
月

=

日
の
直
隷
総
督
陳
愛
龍
の
札
筋
に
、

擦
前

四
川
川
東
道
任
道
錫
紛
呈
称
、
霜
照
職
処
清
理
源
豊
潤
号
帳
務
、
所
有
濾
関
押
款
産
業
、
前
経
爾
院
奏
明
分

盗
各
省
保
存
備
抵
、
会
委

大
員

分
往
広
東
、
浙
江

、
河
南
、
直
隷
等
省
照
単
査
佑
保
存
在
案
。
旋
因
時
局
変
遷
、
渥
関
已
将
押
款
件
披
契
券
移
交
駐
渥
各
国
領
事
暫
為



以
上
、
本
稿
で
は
、
従
来
の
研
究
が
明
ら
か
に
し
て
こ
な
か
っ
た
、
清
末
に
お
け
る
浙
江

資
本
の
源
豊
潤
票
号
を
介

し
て
の
京
餉

・
協
餉

・
外

債
償
還
に
伴
う
為
替
送
金
に

つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
従
来
の
研
究
が
取
り
上
げ
て
い
な
い
、
福
建
省
閲
海
関

の
官
金
の
為
替
送
金
に
お

い
て
源
豊

潤
票
号
が
山
西
資
本
の
各
票
号
を
上
回
る
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
し
た
。

こ
の
様

に
山
西
資
本
の
各
票
号
と
共
に
浙
江

資
本
の
源
豊
潤
票
号
は
、
清
朝
財
政
シ
ス
テ
ム
の
重
要
な

一
端
を
担

っ
て
い
た
。
し
か
し
、
各
省

お

わ

り

に

収
掌
、
大
局
妥
定
続
行
清
臨
恥

と
あ
る
よ
う
に
、
最
終
的
に
は
源
豊
潤
票
号

の
資
産
や
証
券
等
は
上
海
駐
在
各
国
領
事
に
委
託
さ
れ
、
債
務
処
理
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

更
に
、
源
豊
潤
票
号
の
倒
産
に
よ

っ
て
、
そ
れ
が
請
け
負

っ
て
い
た
各
省
関
か
ら
の
為
替
送
金
も
停
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

「宣
統
政
紀
」

巻
四
六
、
宣
統
二
年

一
二
月
戊
寅
の
上
諭
に
は
、

又
諭
。
増
輻
電
奏
、
漸
省
海
關
所
有
磨
解
洋
款
、
交
由
源
豊
潤
。
於
上
海
道
票
乃
焼
任
内
、
批
解
到
濾
、
乃
該
革
道
不
製
給
印
批
、
直
至
該

號
倒
閉
後
、
將
空
批
退
回
。
慮
責
令
該
革
道
清
緻
、
以
及
該
號
所
塵
、
不
止
浙
江

一
省
、
擬
各
攣
各
産
、
各
清
各
帳
等
語
。
著
増
輻
杏
商
張

人
駿
妥
簿
辮
理
。

と
あ
る
。
右
は
、
浙
江

省

の
海
関
に
お
け
る
外
債
償
還

の
た
め
の
送
金
は
源
豊
潤
票
号
を
介
し
て
行

っ
て
い
た
、
上
海
道
台
察
乃
焼

の
任
期
中
に

お
い
て
は
批
文

(送
金

の
際
に
用
い
ら
れ
る
文
書
)
と
共
に
上
海

へ
送
金
し
て
お
り
、
該
革
道

(罷
免
さ
れ
た
道
台
察
乃
燵
を
指
す
)
は
印
批

(受

領
印
を
押

し
た
文
書
)
を
返
送
し
て
い
た
、
し
か
し
、
源
豊
潤
票
号
の
倒
産
後
に
は

(既
に
送
金
し
た
分
に
関
し
て
)
、
空
批

(受
領
印
の
な

い

文
書
)
を
返
送
し
て
き
て
お
り
、
ま
さ
に
該
革
道
を
責
令
し
て
賠
償
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
、
ま
た
源
豊
潤
票
号
の
欠
損
は
浙
江

一
省
に
止
ま
ら
ず
、

資
産
を
も

っ
て
賠
償
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
清
算
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。

以
上
、

ゴ
ム
株
恐
慌
に
よ
る
、
浙
江

資
本
の
源
豊
潤
票
号
及
び
そ
の
資
本
傘
下
の
金
融
機
関
の
倒
産
と
、
清
朝
政
府

に
よ
る
恐
慌
対
策
、
源
豊

潤
票
号
の
債
務
処
理
に
関
し
て
述
べ
た
。
源
豊
潤
票
号
倒
産
の
翌
年

で
あ
る
宣
統
三
年
、
辛
亥
革
命
に
よ

っ
て
清
朝
政
府
は
倒
さ
れ
、
そ
れ
に
伴

っ
て
発
生

し
た
大
規
模
な
恐
慌
に
よ
り
痛
手
を
受
け
た
山
西
資
本

の
票
号
も
そ
の
多
く
が
倒
産
す
る
に
至
る
。



註
(
1
)

陳
其

田

『
山
西
票

荘
考
略
』

大
東

図
書
公

司

一
九

七
八
、
張

国
輝

『
晩

清
銭
庄
和

票
号
研
究
』

中
華
書

局

一
九

八
九
、
張

正
明

『
晋
商
興
衰
史

』
山
西

古
籍
出
版
社

一

九
九
五
、
参
照
。

(
2
)

大
橋

知
左
子

「清

末

の
銭
荘

に

つ
い
て
1

上
海

の
銭
荘

に
関
す
る

一
考
察
1

」
『
史
窓
』

三

二

一
九
七

四

、

濱
下
武

志

「十

九
世
紀
後

半
、
中
国

に
お
け

る
外

国
銀
行

の
金
融
市

場
支

配

の
歴
史
的

特
質
-

上

海
に
お
け

る
金
融
恐
慌
と

の
関
連
に
お

い
て
ー

」
『
社
会
経
済
史

学
』
四
〇
1

三

一
九

七
四
、
参
照
。

(3
)

菊
池
貴
晴

「清
末

の
経

済
恐
慌

と
辛
亥
革
命

へ
の
傾
斜

」
『
中
国
民
族

運
動

の
基
本
構
造
-

対
外
ボ

イ

コ
ッ
ト
の
研
究
1

』

大
安

一
九
六
六

四
九
〇
～

四
九

七
頁

薫

文
娚

「清

末
上
海

に
お
け
る
事
業

投
資

と
そ

の
資

金
調
達
ー

ゴ
ム
株
式
恐

慌

(
一
九

一
〇
年
)

に
至
る
過
程

を
中
心

に
ー

」
『
社
会
経
済

史
学
』
六

三
-

五

一
九
九
八
、
参

照
。

(4
)

臨
時
台
湾

旧
慣
調
査
会
第

一
部

報
告

『
清

国
行
政
法
』

第
六
巻

大
安

一
九
六
六

三

一
六
～
三

三
七
頁
、
参
照
。

(5
)

光
緒

二
七
年

七
月
一
一

日
、
雨

廣
縛
督

陶
模

「附
陳
涯
解
奉

提
京
餉
銀

数
片
」

国
立
故
宮
博

物
院
故
宮

文
献
編
輯

委
員
会

編

『
宮

中
棺
光
緒

朝
奏
摺
』
第

一
四
輯

国
立
故
宮

関
が
票
号
を
介
し
た
為
替
送
金
を
多
く
利
用
す
る
こ
と
で
、
北
京
や
上
海
な
ど
の
為
替
送
金
の
仕
向
地
で
は
現
銀
不
足
が
進
行
し
て
い
た
。
源
豊

潤
票
号
の
資
本
傘
下
の
銀
号
や
銭
荘
は
市
場
の
資
金
流
通
を
補
う
た
め
、
そ
の
信
用
を
背
景
に
、
実
際

の
現
銀
保
有
量

を
越
え
る
約
束
手
形
を
発

行
し
た
。

一
九

一
〇
年
、
上
海
ゴ
ム
株
恐
慌
が
発
生
す
る
と
、
ま
ず
小
資
本
の
銭
荘
が
倒
産
し
、
そ
の
影
響
に
よ

っ
て
各
地
域
市
場
に
多
数
の
支

店
や
資
本
傘
下
の
銀
号
、
銭
荘
を
持

つ
源
豊
潤
票
号
が
倒
産
し
た
。

こ
れ
に
よ

っ
て
各
地
域
市
場
に
お
け
る
資
金
流
通

の
代
替
手
段
と
し
て
発
行

さ
れ
た
大

量
の
約
束
手
形
が
不
渡
り
に
陥
り
、
各
省
関
財
政
に
深
刻
な
被
害
を
及
ぼ
す
と
共
に
、
そ
の
官
金
の
送
金
を
遅
滞
さ
せ
る
に
至

っ
た
の

で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
票
号

・
銀
号

・
銭
荘
等
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
る
従
来
の
金
融
シ
ス
テ
ム
及
び
、
票
号
の
為
替
送
金
に
よ

っ
て
中
央
と
地
方
の
各

省
関
を
相

互
に
結
び

つ
け
て
い
た
清
朝
政
府

の
財
政
シ
ス
テ
ム
の
破
綻
を
意
味
し
て
い
た
。
金
融
機
関
と
し
て
の
票
号

は
、
各
地
域
市
場
に
お
け

る
経
済
的

不
均
衡
、
幣
制
の
不
統

一
を
調
整
、
結
合
さ
せ
る
役
割
を
も
果
た
し
て
い
た
が
、
こ
れ
に
代
替
す
べ
き
、
国
家
銀
行
を
中
心
と
し
た
近

代
的
財
政

・
金
融
制
度
は
、
未
だ
そ
の
端
緒
に
就

い
た
ば
か
り
で
あ
り
、
十
分
な
機
能
と
信
用
を
得
る
に
至

っ
て
は
い
な
か

っ
た
。

こ
の
課
題

へ

の
全
面
的

対
処
が
企
て
ら
れ
る
の
は
、

一
九
三
五
年
に
お
け
る
南
京
国
民
政
府
に
よ
る
幣
制
改
革

の
時
期
を
待
た
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
。



博
物
院

「
九
七
四

二
七
〇

頁
。

(6
)

光
緒

三
二
年
九
月

一
二
日
福

州
將
軍
兼
管

閲
海
關
税
崇
善

「附
陳
勉
簿
帯

解
菖
欠
甘
餉
片

」
前
掲

『
宮
中

棺
』
第

二
三
輯

一
九
七

五

六

二
五
～
六
二
六
頁
。

(7
)

光
緒

二
九

年
五
月

二
八
日
護

四
川
縛
督

布
政
使

陳
璃

「
又
陳

潅
解

三
批
協
甘
新

餉
片
」
前

掲

『
宮
中

棺
』
第

一
七
輯

一
九
七

四

四

四
七
～
四

四
八
頁
。
本
稿

で

の
引

用
部

分
の
前
文

に
、

「
再
査
、
前
准

戸
部
盗
開
、

光
緒

二
十

九
年
協
甘
新

餉
、
指
擾

四
川
省
九

十
八
萬
雨
、
令

於

二
十

八
年
十

二
月
底
解

三
成

、

二
十
九

年
四
月
底

再
解

三
成
、
餓

限
九

月
底
掃
敷

解
清
等

因
。

准
此
當

筋
藩
司

、
先
後

雨
批
簿
解

過
銀

三
十
六
萬
雨

、
均
経
奏

明
分
杏
在

案
。

正
簿
解

三
批
間
、
適

准
陳

西
撫
臣
來
電

、
以

戸
部
電
擾
、
演

銅
本
銀

五
萬

雨
、
由
川
代
陳

匿
演
、

一
面
由
陳
代

川
塵
甘
蹄
款

、
復

経
行
司
照
彗
。
」
と
あ
り
、
四
川
省

は
甘
粛

省

の
辺
境
防
衛
費

と
し

て
九

八
万
両

の
支

出
を
要
求
さ
れ
、
光
緒

二
九
年
第

一
、

二
批
で
銀

三
六
万
両

を
送
金

し
て

い
た
。

そ

の
後

、
陳
西

巡
撫

か
ら
の
電
報

に
よ
り
、
陳

西
省

が
雲
南
省

に
送
金

し
て

い
た

銅
本
銀

(銅
政

に
要
す

る
経
費

)
五

万
両
を
四
川
省

が
代
替

し
て
雲
南
省

へ
送
金

し
、

一
方

で
四
川
省

に
代
わ

っ
て
陳

西
省
か
ら

甘
粛
省

へ
送
金
を
行

う
よ

う
、
協
餉

の
変

更

が
行
わ
れ

た
。

こ
の
よ
う

に
、

各
省
関

が
北

京
中
央
政

府

に
よ
り
協
餉

の
送
金
額

や
送
金
先

の
変
更
を
命

じ
ら
れ
た
場
合

に
も
、
内
陸
諸
省

の
各
地
域
市

場
に
支
店
を

展
開
す
る
票
号

の
資
金
流

通
網

を
利
用

し
て
為
替
送
金
を
行
え
ば

、

陸

上
輸

送
に
よ

る
送
金

と
比
較

し
て
は
る

か
に
容

易
で
あ

っ
た

こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。

(
8
)

光
緒

三
二
年

一
一
月
二
七
日

福
州
將

軍
兼
署
閲

漸
総
督
崇
善

「又
陳
簿

撲
涯
解
新
定

償
款
片
」

前

掲

『
宮
中
棺
』

第
二
四
輯

一
九
七

五

一
三
頁
。

(9
)

前
掲

『
山
西
票
荘
考
略
』

一
三
六
頁
、

参
照
。

(
10
)

前
掲

『
清
国
行
政
法
』

第
六
巻

三
四
四
～

三
四
九
頁
、
参
照
。

(
H
)

根
岸
借

編

『
清
国
商
業
綜

覧
』
第

四
巻

丸
善

一
九
〇
七
年

四
〇

八
～
四

一
〇

頁
、

参
照
。

(
12
)

「徳
宗

景
皇
帝
実
録
」
巻

四
三
八

光
緒
二

五
年

正
月
乙
丑
条

『清
実

録
』
第

五
七
冊

中
華
書

局

一
九
八
七

七
五
八
頁
。

(
13
)

『申

報
』

一
八
九
七
年

一
月
三
〇

日

中
国
人

民
銀

行
上
海
市
分
行
編

『
上
海
銭
荘
史
料

』
上
海

人
民
出
版
社

一
九

六
〇
所
収

六
〇
頁
。

(
14
)

濱

下
武
志

『
中
国
近
代
経

済
史
研
究
』

汲
古
書
院

一
九
八
九

一
五
四
～

一
七
〇

頁
、
参
照
。

(
15
)

「度
支
部

尚
書
載

澤
等
摺
-

擬
定

通
用
銀
銭

票
暫
行
章

程
、
宣
統

元
年
六
月
初

七
日
」

中
国
人
民

銀
行
総
行
参

事
室
金

融
史
料

組
編

『
中

国
近
代
貨
幣

史
資
料
』

第

一
輯

下
珊

一
九
六

四

一
〇
七

五
～

一
〇
七
七

頁
。

(
16
)

前
掲

『
山
西
票
荘
考
略
』

三
八
～

四
四
頁
、
参
照
。

(
17
)

前
掲

『
山
西
票
荘
考

略
』

七
七
～
七

八
頁
、
参
照
。

(
18
)

沈

雨
梧

「厳
信
厚
与

通
久
源
紡
紗
織
布

局
」

寿
充

一
等
編

『
近
代
中

国
工
商
人
物
史
』

第
二
冊

中

国
文
史
出
版
社

・一
九
九

五

四
三
四
～

四
三
八
頁
、
参

照
。



(19
)

「中
国
大
事
記
」
『
東
方
雑
誌
』

七
-

一
〇

一
九

一
〇

=
二
〇

頁
。

(20
)

前
掲

『
清
国
商
業
綜
覧
』
第

四
巻

一
六
八

～

一
六
九
、

二
四
六
～
二
四
七
、

四
二
七
頁
、
参
照
。

(
21
)

前
掲

『清

国
行
政
法
』
第
六
巻

一
五
二
頁
、
前

掲

『
清
国
商
業
綜

覧
』
第

四
巻

一
六
八
～

一
六
九
頁
、
参
照
。

(
22
)

前
掲

『
晩
清
銭
庄

和
票
号
研
究
』

二
〇

二
～
二
〇
九
頁
、
参
照
。

(
23
)

閲
海
関
に
お

け
る
源
豊

潤
票
号
を
介

し
た
官

金

の
為

替
送
金

は
、

少
な
く

と
も
光
緒

=
二
年

に
は
行
わ
れ

て

い
た
。

光
緒

=
二
年
六
月
初

一
日

署
福
州
將

軍
兼
管
閲
海

關
税

務
古

尼
音

布

中
國
第

一
歴
史
档
案

館
編

『
光
緒
朝
殊
批
奏

摺
』
第
人

六
輯

財
政
、

経
費

(九
年

至
十
六
年
)
中
華
書

局

一
九

九
六

二
四
三
～
二
四

四
頁
、

参
照
。

(
24
)

前
掲

『
晩
清
銭

庄
和
票
号
研
究
』

八

一
～

一
〇
二
頁
、
参

照
。

(
25
)

前
掲

『
山

西
票
荘

考
略
』
一
三

六
～

一
四

一
頁
、
参
照
。

(
26
)

前
掲

『
晩
清
銭

庄
和
票
号
研
究
』

一
七

七
～

一
八
〇

頁
、

参
照
。

(
27
)

閲
海

関
為

替
送
金
表

(光
緒

二
五
年

～
三
四
年
、
京
餉

・
簿
備
餉
需
)

光
緒
二
五
年

1
…

四
月
初
五

日

閾
漸
総
督

兼
署
福

州
將

軍
許
磨
験

前
掲

『
殊
批
奏
摺

』
第
八

八
輯

財

政
、
経
費

(
二
十

一
年
八

月
至
二
十

五
年
九

月
)

一
九
九

六

八

一
〇
～
八

一
一

頁
。

2
…
五

月
初

四
日

閲
漸
総
督
兼

署
福
州
將

軍
許
磨
験

前

掲

『
殊
批
奏
摺
』
第

八
八
輯

八
二
九
～

八
三
〇
頁
。

3
…
八

月
二
四
日

閲
漸
総
督
兼

署
福
州
將

軍
許
磨
験

前

掲

『
殊
批
奏
摺
』
第

人
八
輯

九
〇
六

～
九
〇
七
頁
。

4
…
九

月
二
八
日

閲
漸
総
督
兼

署
福
州
將

軍
許
磨
験

前
掲

『
殊
批
奏
摺
』

第
八
八
輯

九
三
七

～
九
三
八
頁
。

5
…

一
〇
月

一
六
日

閾
漸

縮
督
兼
署
福

州
將

軍
許
磨

験

前
掲

『
殊
批
奏
摺

』
第
八
九
輯

財
政
、
経
費

(二
十
五
年
十

月
至
三
十
年

二
月
)

一
九

九
六

三
～

四
頁
。

6
…

一
一
月
初
三
日

閲

漸
総
督
兼
署
福

州
將
軍
許
磨

験

前
掲

『殊
批
奏

摺
』
第
八
九
輯

二
二
～

二
三
頁
。

7
…
一
一

月

一
八

日

閲
漸

総
督
兼
署
福

州
將

軍
許
慮

験

前
掲

『
殊
批
奏
摺

』
第
八
九
輯

三
二
～

三
三
頁
。

8
…
五
月
初
四
日

閾
漸
絡

督
兼
署
福
州
將

軍
許
磨
験

前
掲

『
殊
批
奏
摺

』
第
八
八
輯

八
二
九
～
八

三
〇
頁
。

9
…
九

月
二
八

日

閲

漸
総
督
兼
署
福

州
將
軍
許
磨

験

前
掲

『
疎

批
奏

摺
』
第
八

八
輯

九

三
八
頁
。

光
緒

二
六
年



-
…

一
一
月
初

四
日

留
任
署
理
福

州
將

軍
湖
北
布
政

使
善
聯

前
掲

『
殊
批
奏
摺
』
第

八
九
輯

二
三
六
頁
。

光
緒

二
七
年

1
…
四
月
初

一
〇

日

福

州
將
軍
兼
管

閲
海
關
税
務
景

星

前
掲

『
殊

批
奏

摺
』
第
八
九
輯

三

一
八

～
三

一
九
頁
。

2
…
六

月

一
七
日

福
州
將

軍
兼
管
閲
海

關
税
務
景

星

前
掲

『
殊
批
奏
摺

』
第
八
九
輯

三
六
四
頁
。

3
…
八

月
初
七
日

福
州
將

軍
兼
管
閲
海

關
税
務
景

星

前
掲

『
殊
批
奏
摺

』
第
八
九
輯

三
八
八
頁
。

4
…

一
〇
月
初
八

日

福

州
將
軍
兼
管

閲
海
關
税
務
景

星

前
掲

『
殊
批
奏

摺
』
第
八
九
輯

四

一
五
～

四

一
六
頁
。

5
…
四
月
初

一
〇

日

福
州
將

軍
兼
管

閲
海
關
税
務
景

星

前
掲

『
殊
批
奏

摺
』
第
八
九
輯

三
二
〇
頁
。

光
緒

二
八
年

1
…
正
月
初
八
日

福
州
將

軍
兼
管

閲
海
關
税
務
景

星

前
掲

『
疎
批
奏

摺
』
第
八
九
輯

四
六
九
～

四
七
〇
頁
。

2
…
五
月
二
五

日

閲

漸
総
督
兼
署
福

州
將
軍
許
磨

験

前
掲

『
殊

批
奏

摺
』
第
八
九
輯

五
七
七
頁
。

3
…
七

月
二
四
日

福
州
將

軍
兼
管

閲
海
關
税
務
崇
善

前
掲

『
殊
批
奏

摺
』
第
八
九
輯

六

一
四
頁
。

4
…
九

月
二
五

日

福

州
將

軍
兼
管

閲
海
關
税
務
崇
善

「奏
陳
本
年
京

餉
全
数
解
清
摺
」
前

掲

『
宮
中
棺
』

第

一
六
輯
一
三
四

～
一
三

五
頁
。

5
…
五
月
二
五

日

閲
漸
総
督
兼
署
福

州
將
軍

許
磨

験

前
掲

『
殊

批
奏

摺
』
第
八
九
輯

五
七
八
頁
。

6
…

一
〇
月
二
八

日

福

州
將
軍
兼

閾
海
關
税
務
崇

善

「奏
報
解
清
簿

備
餉
需
銀
雨
摺
」

前
掲

『
宮
中
棺
』

第

一
六
輯

二
二
四
頁
。

光
緒

二
九
年

1
…

五
月
初
六
日

福
州
將

軍
兼
署
閲

漸
総
督
崇
善

「奏

陳
簿
解
京
餉
赴

部
投
納
摺
」

前

掲

『
宮
中
棺
』
第

一
七
輯

二
〇
六
頁
。

2
…
閏

五
月
初
七
日

福
州
將

軍
管
閾
海

關
税
務
崇
善

「奏

陳
績
解
京
餉
赴
部

投
納
摺
」

前

掲

『
宮
中
棺
』

第

一
七
輯

四
七
九
～

四
八

○
頁
。

3
…
九

月

一
六
日

福
州
將

軍
兼
管
閲
海

關
税
崇
善

「奏

報
績
解
京
餉
起

程
日
期
摺
」

前

掲

『
宮
中
棺
』
第

一
八
輯

一
九
七

四

三
二
五
頁
。

4
…

一
〇
月

一
七
日

福
州
將

軍
兼
管

閾
海
關
税
崇
善

「奏

報
全
数
解
清
奉

擾
京
餉
摺
」

前

掲

『
宮
中
棺
』

第

一
八
輯

五
一
三

～

五

一
四
頁
。

5
…
閏

五
月
初
七
日

福
州
將

軍
管
閲
海

關
税
務
崇
善

「奏

閲
海
關
簿
解
簿

備
餉
需
摺
」

前

掲

『
宮
中
棺
』

第

一
七
輯

四
八
〇
～

四
八

一
頁
。

6
…
九

月

=
ハ
日

福
州
將

軍
兼
管
閲
海

關
税
崇
善

「奏

陳
簿
解
奉
接
箒

備
餉
需
摺
」

前

掲

『
宮
中
棺
』
第

一
八
輯

三
二
八
～
三

二
九
頁
。

7
・.・
一
〇
月

一
七
日

福
州
將

軍
兼
管

閏
海
關
税
崇
善

「奏

簿
解
奉
擾
簿
備

餉
需
銀
摺
」

前

掲

『
宮
中
棺
』

第

一
八
輯

五

一
六
～

五

一
七
頁
。



光
緒

三
〇
年

1
…
四
月
二
六
日

福
州
將
軍
兼
管

閲
海
關
税
崇
善

「奏
陳
籠
解

三
十
年
分
京
餉
摺

」

前
掲

『
宮
中
棺

』
第

一
九
輯

一
九
七
四

四
三
七

頁
。

2
…
八
月

一
九

日

福

州
將
軍
兼
管

閲
海
關
税
崇
善

「奏

績
解

三
十

年
分
京
餉
銀
摺
」

前
掲

『
宮
中
棺

』
第

二
〇
輯

一
九
七

五

六
三
～
六

四
頁
。

3
…

一
〇
月

二
六

日

福

州
將
軍
兼
管

閾
海
關
税
崇
善

「奏
陳
績
解

京
餉
赴
部
投
納
摺

」

前
掲

『宮

中
棺
』
第

二
〇
輯

三
六

八
頁
。

4
…

一
二
月

一
七

日

福

州
將
軍
兼
管

閲
海
關
税
崇

善

「奏
陳
績
解

三
十
年
京
餉
銀
摺

」

前
掲

『宮

中
棺
』
第

二
〇
輯

七

一
〇
～
七
一
一

頁
。

5
…
五
月
二
五

日

福

州
將
軍
兼
管

閾
海
關
税
崇
善

「奏
簿
解
奉

擾
簿
備
餉
需
銀
摺

」

前
掲

『宮

中
棺
』
第

一
九
輯

五

五
八
頁
。

6
…

一
〇
月

二
六

日

福
州
將

軍
兼

管
閲
海
關
税
崇

善

「奏
陳
績

解
奉
擾
簿
備
餉
需

摺
」

前
掲

『
宮
中
棺
』
第

二
〇
輯

三
七
〇
～
三
七

一
頁
。

7
…

一
二
月

一
七

日

福
州
將

軍
兼

管
閲
海
關
税
崇

善

「奏
陳
績

解
奉
援
簿
備
餉
需

摺
」

前
掲

『
宮
中
棺
』
第

二
〇
輯

七

一
二
～
七

=
二
頁
。

光
緒
三

一
年

-
…
六
月

二
二
日

福
州
將

軍
兼

管
閲
海
關

税
崇
善

「奏
陳

簿
解
計

一
年
分
京

餉
摺
」

前
掲

『
宮
中
棺
』
第

二

一
輯

一
九
七

五

六

二
二
～
六

二
三
頁
。

2
…

一
一
月

一
五
日

福
州
將

軍
兼
管
閲
海

關
税
崇
善

「奏

陳
簿
解
計

一
年
分
京
餉
摺
」

前

掲

『
宮
中
棺
』

第
二

二
輯

一
九
七

五

四
三
四
～

四
三
五
頁
。

3
…
六
月
二
二

日

福
州
將

軍
兼
管
閏
海

關
税
崇
善

「奏

陳
簿
擾
潅
解
簿

備
餉
需
摺
」

前

掲

『
宮
中
棺
』

第
二

一
輯

六
二
一

頁

4
…

一
一
月

一
五

日

福
州
將

軍
兼
管
閲
海

關
税
崇
善

「奏
陳
簿
解
簿
備
餉

需
銀
雨
摺
」

前

掲

『
宮
中
棺
』

第
二

二
輯

四
三
五
～

四
三
六
頁
。

光
緒

三
二
年

1
…
閏
四
月
初
四

日

福

州
將
軍
兼
管

閾
海
關
税
崇

善

「奏
陳
簿
援
潅

解
京
餉
銀
雨
摺

」

前
掲

『宮

中
棺

』
第

二
三
輯

一
二
三
～

一
二
四
頁
。

2
…
五
月

一
九

日

福

州
將
軍
兼
管
閲

海
關
税
崇
善

「奏
陳
簿
擾
潅
解

京
餉
銀
雨
摺

」

前
掲

『
宮

中
棺

』
第

二
三
輯

二
九

五
頁
。

3
・.八

月
初
七

日

福
州
將

軍
兼
管

閲
海
關
税
崇
善

「奏
陳
簿
解

計
二
年
分
京
餉
摺

」

前
掲

『
宮
中

棺
』
第

二
三
輯

五
三
九

～
五
四
〇
頁
。

4
…
九
月

二
五

日

福
州
將

軍
兼
管

閲
海

關
税
崇
善

「奏

陳
簿
解

計
二
年
分
京
餉
摺

」

前
掲

『
宮
中

棺
』
第

二
三
輯

六
六
〇

～
六
六

一
頁
。

5
・.
一

一
月

二
〇

日

福

州
將
軍
兼
管

閲
海
關
税
崇

善

「奏
陳
簿
解

計
二
年
分
京
餉
摺

」

前
掲

『宮

中
棺
』
第

二
三
輯

八

四
八
～
八
四
九

頁
。

6
・.・六
月

二
二
日

福

州
將
軍
兼
管

閲
海
關
税
崇
善

「奏
陳
補
解

計

一
年
分
京
餉
摺

」

前
掲

『宮

中
棺
』
第

二
三
輯

四
〇

五
頁
。

7
…
閏

四
月
初

四
日

福
州
將

軍
兼

管
閲
海
關
税

崇
善

「奏
陳
簿

擾
涯
解
簿
備
餉

需
摺
」

前
掲

『
宮
中
棺
』
第

二
三
輯

一
二
五
～

一
二
六
頁
。



8
…
八
月
初
七
日

福
州
將

軍
兼

管
閲
海
關
税
崇

善

「奏
陳

涯
解
奉
擾
簿
備
餉
需

摺
」

前
掲

『
宮
中
棺
』
第

二
三
巻

五
三
八
～
五

三
九

頁
。

9
…
九

月
二
五
日

福
州
將
軍
兼
管

閲
海
關
税
崇

善

「奏
陳
簿
擾

涯
解
籠
備
餉
需
摺

」

前
掲

『宮

中
棺
』
第

二
三
輯

六
六

一
～
六
六

二
頁
。

10
…

=

月

二
〇
日

福
州
將

軍
兼

管
閲
海
關

税
崇
善

「奏
陳
簿

擾
涯
解
簿
備
餉

需
摺
」

前
掲

『
宮
中
槽
』
第

二
三
輯

八
四
九
頁
。

11
…
六
月

二
二
日

福
州
將
軍
兼
管

闘
海
關
税
崇

善

「奏
陳
補
解
奉

擾
簿
備
餉
需
摺

」

前
掲

『宮

中
棺
』
第

二
三
輯

四
〇

五
～
四
〇
六

頁
。

光
緒
三
三
年

1
…
四
月

二
〇

日

福
州
將
軍
兼

管
海
關
税
崇

善

「奏
陳
簿
擾

涯
解
京
餉
銀
雨
摺

」

前
掲

『宮

中
棺
』
第

二
四
輯

四

五
五
頁
。

2
…

一
一
月

一
五
日

閲
漸
総
督
兼

管
閲
海
關

松
壽

前
掲

『
光
緒

朝
殊
批
奏
摺
』

第
九
〇
輯

財

政
、
経
費

(三
十
年
三
月

至
三
十
四
年
)
一

九
九
六

七
〇
四
頁
。

3
…
四
月

二
〇

日

福
州
將
軍
兼
管

閾
海
關
税
崇

善

「奏
陳
簿
解
簿

備
餉
需
銀
雨
摺

」

前
掲

『宮

中
棺
』
第

二
四
輯

四

五
四
頁
。

光
緒
三
四
年

-
…

=

月

二
七
日

闘
漸
総
督
兼

管
閲
海
關

松
壽

前
掲

『殊

批
奏

摺
』
第
九

〇
輯

九

二
二
頁
。

(
28
)

光
緒

三
〇
年

か
ら
三
三
年

に
お
け

る
閲
海
関

の
協

餉
に
関
し

て
は
、
光
緒

三
二
年
九
月

一
二
日

福
州
將

軍
兼
管

閲
海
關
税
崇
善

「附
陳
勉
簿

帯
解
菖
欠

甘
餉
片
」

(前
掲

『宮

中
棺
』
第

二
三
輯

六
二
五

頁
)、

外
債
償

還
に
関

し
て
は
、

光
緒

三
〇

年

二
月

一
六

日

福

州
將

軍
兼
管
閲
海

關
税
崇
善

「附
洋
藥

厘
解
渥

劃
抵
賠

款
片
」

(前
掲

『
宮
中
棺
』

一
九
輯

一
八

一
～

一
八
二
頁
)

等
参
照
。

(
29
)

前
掲

『
山
西
票
荘
考
略
』

六
九
～
七

八
頁
、
参
照
。

(
30
)

前

掲

大
橋
知

左
子

「清

末
の
銭
荘

に

つ
い
て
1

上
海

の
銭

荘
に
関
す

る

一
考
察
1

」、
濱

下
武
志

「十

九
世
紀
後

半
、
中
国

に
お
け
る
外

国
銀
行

の
金
融
市

場
支
配

の
歴

史

的
特
質
-

上
海

に
お
け

る
金

融
恐
慌
と

の
関
連
に
お

い
て
ー

」
参
照
。

(
31
)

前
掲

「清
末

の
経
済
恐
慌

と
辛
亥
革
命

へ
の
傾
斜

」
『
中

国
民
族
運
動

の
基
本

構
造
-

対

外
ボ
イ

コ
ッ
ト

の
研
究

』

四
九
〇
～

四
九
七
頁
、
参

照
。

(
32
)

上
海
日
本
総
領
事
官

報
告

「上
海
経
濟

界

ノ
恐
慌
顛

末
」
明
治

四
三
年

(
一
九

一
〇

)
八
月
五
、

一
六
日
付

外
務
省

通
商
局

『
通
商

彙
纂
』

五
九

三

五
～
四
四
頁
。

(
33
)

同
右

(
34
)

南

橋

「上
海
金
融
史
的

一
頁
」
『
海
光
』
六
ー

七

一
九

三
四
年

二
頁

前

掲

『
上
海
銭
荘
史

料
』
所
収

八
〇
頁
。

(
35
)

「中
国
記
事
」
『
国
風
報
』

一
-

二
五

宣
統

二
年

(
一
九

一
〇
)

一
〇

三
～

一
〇
四
頁
。

(
36
)

「中
国
記
事
」
『
国
風
報
』

一
-

二
五

一
〇

六
頁
。



(37
)

前
掲

「中
国
大
事
記

」
『
東
方
雑
誌
』

七
ー

一
〇

一
三
〇
～

一
三
六

頁
。

(
38
)

同
右

(
39
)

中
国
人
民
銀
行
参
事

室
編

『
中
国
清

代
外
債
史
料

(
一
八
五

三
1

一
九

一
一
)
』
中
国
金

融
出
版
社

一
九
九

一

七

一
九
～
七

三
五
頁
、
参
照
。

(
40
)

濾
江

「中
国
最
近
市

面
恐
慌
之
原

因
」
『
国
風
報
』

[
ー

二
六

四
七
～

五

一
頁
。

(
41
)

天
津
槽
案
館
等
編

『
天
津
商
会
棺
案

匿
編

(
一
九
〇
三
-

一
九

一
一
)』

上

天
津
人

民
出
版
社

一
九
八
九

五

三
八
～
五
三
九

頁
。

(
42
)

源
豊

潤
票
号
及

び
そ

の
資

本
傘

下
の
銀
号
や

銭
荘

の
各

地
域
市

場
に
お
け

る
債
務
に

は
諸
説
あ

り
、
天
津

日
本
総
領
事

官
報
告

「上
海

源
豊
潤

票
號
破
産

ノ
天
津

二
及

ホ
シ
タ

ル
影

響
」
に
よ

れ
ば
、
源
豊

潤
天
津

支
店

の
債

務
は
約

一
〇

万
両
、
新
泰

銀
号

は
四
〇
万

両
未
満
と
さ

れ

て
い
る
が
、
源

豊
潤
票

号
が
約
束

手
形

の
発
行

に
携

わ

っ
て
い
な

か

っ

た
点

で
は
共
通
し

て
い
る
。

(天
津

日
本
総
領
事
官

報
告

「
上
海
源
豊
潤

票
號
破
産

ノ
天
津

二
及
ホ
シ
タ

ル
影

響
」
明
治

四
三
年

(
一
九

一
〇
)

一
〇
月

}
四
日
付

前
掲

『
通
商

彙
纂
』
六

七

八
二
頁
、
参
照

。)

(43
)

前
掲

『
天
津
商
会

棺
案
匹
編

(
一
九
〇
三
-

一
九
一
一

)
』
上

五
四
五
～
五
六

一
頁
。

(
44
)

前
掲

『
天
津
商
会

棺
案
匝
編

(
一
九
〇

三
-

一
九
一
一

)
』
上

五
六
四
～
五
六

五
頁
。

(45
)

「宣

統
政
紀
」
巻

四
六

宣
統

二
年

一
二
月
戊

寅
条

『清

実
録
』
六
〇

八
二
三
頁
。

補

註

(1
)

本
稿

に
お

い
て
引
用
し
た
史
料

中

の
簡
体
字

及
び
異
体
字

等
は
本
字

に
変
更

し
た
。

(
2
)

本
稿

の
脱
稿
後
、

岡
本
隆
司

氏

の

『
近
代

中
国
と

海
関
』

(名
古
屋
大

学
出
版
会
、

一
九
九
九
)

が
出
版
さ
れ

た
。

同
書

は
、

明
末
清
初

よ
り
中
華

民
国
期

に
か
け
て

の
海
関

の

在
り
方
を

、
当
該
時

期
に
お
け

る
行

・
財

政
問

題
と
関
連

付
け

て
考

察
し
た

緻
密
な
論
著

で
あ

る
。

合
わ

せ
参
照
さ

れ
た

い
。

た
だ

し
、
同
書

に
お
け

る
考
察

(と
り
わ
け

そ
の

第
六
章

「清
末
財
政

と
借
款

の
展
開
ー

洋
税

と
中
央
財

政

の
創

出

」

に
お
け
る
)

は
、

一
九
六
〇
年

代
以
降

の
東
南

沿
海
地
域

に
お

い
て
は
、
清

末

の
西
征

借
款
を

は
じ

め
と
す

る
海
関
税

(洋
税
)

を
担
保

と
し
た
各

借
款
や

、
京
餉

・
協

餉
等

の
送
金
額

の
補

填

及
び
そ

の
為
替
送
金

等
に
関

し
て
、
浙
江

商

人
胡
光
塘

の
経

営
す

る
阜

康
銀
号
等

が

海
関
銀
号

と
し

て
重

要
な
役
割

を
果
た

し

て
い
た

こ
と

を
明
ら

か
に
し

て
お

り
、
ま
た

、
阜
康

銀
号
が
倒
産

し
た

一
九
八

〇
年
代
半

ば
以
降

に
お

い
て
は
、
厳
信
厚

の
経
営
す

る

源
豊
潤

票
号

(同
書

に
お

い
て
は

「
源
豊
潤
銀

号
」
と

表
記
)

が
そ

の
役
割

を
引
き
継

い
だ

こ
と
に

つ
い

て
も

言
及
し

て
い
る
が
、

胡
光
塘

の
阜
康
銀

号
を
通

し
て

の
考
察

で
あ

り
、
本
稿

で
取

り
上
げ

た
各
省
関

に
お
け

る
源
豊

潤
票
号

及
び
そ

の
資
本
傘

下
の
金
融
機
関

の
実

態
等
に

つ
い
て
具
体
的

に
論
じ
た
も

の
で
は
な

い
。


